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はじめに

このたびは、 RFIDシステム 形V680/形V680Sシ リーズをお買い上げいただき、 あ りがと う ございます。

本書では、 形V680/形V680Sシ リーズを使用する上で必要な機能、 性能、 使用方法などの情報について記載し

ています。

形V680/形V680Sシ リーズのご使用に際し て、 次のこ と を守って く だ さい。

･形V680/形V680Sシ リーズは、 電気の知識を有する専門家が扱って く だ さい。

･使用される前に本書をよ く 読んで十分に理解の上、 正し く ご使用 く だ さい。

･本書はいつでも参照できるよ う に、 お手元に大切に保管し て く だ さい。
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はじめに
オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1.定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」 ： 「当社」 のFAシステム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その他の

カ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であっ て電磁的方法で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方法、

利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部品、 電子基板、 機

器、 設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 のa)適合性、 b)動作、 c)第三者の知的財産の非侵害、 d)法令の

遵守およびe)各種規格の遵守

2.記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値の複

合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものではあ り

ません。

･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」 の仕様を変更す

る こ とがあ り ます。

3.ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。 ｢当社｣は｢

適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と をお

客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

･ ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設計などの安

全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (iii)利用者に危険を知ら

せるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、

の各事項を実施し て く だ さい。

･ 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不正ア

クセスによ り、 「当社商品」 、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機器、 コ ン

ピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データ ベースが感染し た と し て も、 そのこ と によ り直接または間接

的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。

お客様ご自身にて、 （ⅰ） アンチウイルス保護、 （ⅱ） データ入出力、 （ⅲ） 紛失データの復元、 （ⅳ） 「当社

商品」 またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータ ウイルス感染防止、（ⅴ） 「当社商品」

に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

ご承諾事項
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に掲げる用途で

の使用は意図し ておらず、お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に

対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げる用途であっ ても 「当社」 の意図し た商品用途の場合

や特別の合意がある場合は除きます。

a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇降

設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運転システム、 決済

システムほか権利 ・ 財産を取扱う 用途など）

c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を被る

設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･ 上記のa)からd)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ） 向けで

はあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さ い。 自動車搭載用商品については当社営業担

当者にご相談 く だ さい。

4.保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）

･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で実施し ます。

a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

b) 「利用条件等」 から外れたご利用

c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用

d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5.責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任を負いません。

6.輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に関する日本お

よび関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合には、 「当社商品」 または

技術資料をご提供できない場合があ り ます。
3
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 形V680シ リーズIDセンサユニ ッ ト を安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ

う な表示と記号で示し ています。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ています。 必ず

守っ て く だ さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万一

の場合には重傷や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を もたら

す恐れがあ り ます。

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 時に軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、

あるいは物的損害を受ける恐れがあ り ます。

注意

一般的な注意を示し ます。

感電注意

特定の条件において、 感電する可能性を示し ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

分解禁止

機器を分解する こ と で、 感電などの傷害が起こ る可能性を示し ます。

強制

一般的な強制を示し ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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はじめに
●警告表示

つう

通電中は、 分解し ないで く だ さい。
感電の恐れがあ り ます。

つう

通電中は、 端子に触れないで く だ さい。
感電の恐れがあ り ます。

つう

プログラマブルコ ン ト ローラ(CPUユニ ッ ト および各ユニ ッ ト を含む、以下PLCといいます)の
故障や外部要因による異常が発生し た場合も、 システム全体が安全側に働 く よ う に、 PLCの
外部で安全策を施し て く だ さい。 異常動作によ り、 重大な事故につながる恐れがあ り ます。
(1)非常停止回路、 イ ン ターロ ッ ク回路、 リ ミ ッ ト 回路など、 安全保護に関する回路は、 必ず

PLC外部の制御回路で構成し て く だ さい。
(2)PLCは自己診断機能で異常を検出し た と きや、 運転停止故障診断(FALS)命令を実行し た と

き、 運転を停止し て全出力をOFFし ます。
(3)出力リ レーの溶着や焼損、 出力 ト ラ ンジス タの破壊などによ っ て、 PLCの出力がONまたは

OFFにな ったままになる こ とがあ り ます。 このと き、 システムが安全側に動作するよ う、
PLC外部で対策を施し て く だ さい。

安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に本製品は使用でき ませ

ん。

人体保護用の検出装置と し て本製品を使用し ないで く だ さい。

つう

サイ クルタ イムが延びても影響がないこ と を確認し てから、 オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト し て く だ
さい。 入力信号を読取れないこ とがあ り ます。
5
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



6

は
じ

め
に

はじめに
製品を安全に使用するため、 以下のこ と を守って く だ さい。

1. 分解、 修理、 改造を し ないで く だ さい。

2. ベース取り付けねじ、 端子台のねじは確実に締めて く だ さい。

取付け時のねじ締め ト ルクは、 0.4N･mで確実に固定し て く だ さい。

3 .配線の圧着端子は、 指定サイズのものをご使用 く だ さい。

4. ケーブルなどでロ ッ ク機構のある ものは、 必ずロ ッ ク し ている こ と を確認し てから ご使用 く だ さい。

5. DC電源ユニ ッ ト は、 定格の電源電圧(DC24V +10% -15%)内である こ と を確認し てご使用 く だ さい。

6. CS1W-V680C12をご使用になる場合、 外部入力のDC電源は、 定格の電源電圧(DC24V +10% -15%)内である

こ と を確認し てご使用 く だ さい。

7. 電源の逆接続はし ないで く だ さい。

8. 配線は圧着端子を付けて く だ さい。 撚り あわせただけの電線を直接、 端子台に接続し ないで く だ さい。

9. ケースの隙間から水や針金を入れないで く だ さい。 火災や感電の原因と な り ます。

10. アンプ、 アンテナを着脱する際は、 コ ン ト ローラの電源を切ってから行っ て く だ さい。

11. 複数のアンテナを隣接設置される場合、相互干渉によ り交信性能が低下する恐れがあ り ますので、RFIDシ

ステム V680シ リーズ 「タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(EEPROMタ イプ)(カ タ ログ番号 ： SCHI-709)」、

「タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(FRAM タ イプ)(カ タ ログ番号 ： SCHI-707)」 および、 耐熱用途RFIDシ

ステム V680シ リーズ 「ユーザーズマニュアル(カ タ ログ番号 ： SCHI-703)」 を参照し、 アンテナ間の相互干

渉がないこ と を確認し て設置 く だ さい。

12. 万一、 製品に異常を感じ た時には、 すぐに使用を中止し、 電源を切った上で、 当社支店 ・ 営業所までご相

談 く だ さい。

13. 本製品を廃棄する際は、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

14.その他、 本文内の警告、 注意、 お願い事項を守っ てご使用 く だ さい。

15. 清掃時、 シンナー、 ベンゼン、 アセ ト ン、 灯油はご使用し ないで く だ さい。

安全上の要点
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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製品の動作不良、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く だ さい。

1. 設置場所について
次のよ う な場所では使用し ないで く だ さい。

･引火性、 爆発性、 腐食性ガスがある場所

･塵埃、 金属紛、 塩分がある場所

･使用周囲温度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所(結露する場所)

･使用周囲湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わる場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

2. 取付けについて
･本製品は13.56MHzの周波数帯を使用し てRFタグと交信を行っ ています。 13.56MHzはISMバン ド(医療、

産業用加熱装置に割り振られている周波数の1つ)と し て指定されているため、 これらの機器が周囲に

ある こ と でRFタ グとの交信に影響を与えた り、 RFタ グの破壊等の原因になる場合があ り ます。 RFタ

グの周辺には、 13.56MHzの周波数帯を使用する機器および装置の設置を避けて く だ さい。

･一般的な ノ イズの影響を最小限とするため、 以下の事項を守ってご使用 く だ さい。

(1)本製品の接地端子および周辺に配置された金属体はD種接地(第三種接地)し て く だ さい。

(2)配線は高圧、 強電流との接近を避けて く だ さい。

･防水構造ではあ り ませんので、 ミ ス ト 雰囲気中を避けて く だ さい。

･製品の材質に影響のある薬品は避けて く だ さい。

3. 保管について
次のよ う な場所では保管し ないで く だ さい。

･引火性、 爆発性、 腐食性ガスがある場所

･塵埃、 金属紛、 塩分がある場所

･使用周囲温度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所(結露する場所)

･使用周囲湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わる場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

4. 清掃について
･シンナー、 ベンゼン、 アセ ト ン、 灯油類は、 樹脂部材やケース塗装を溶かし ますので使用し ないで く

だ さい。

使用上の注意
7
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形V600シ リーズIDセンサユニ ッ ト をお使いのお客様へ

■ IDセンサユニ ッ ト 形V600シ リーズとの相違点について
形V680シ リーズ IDセンサユニ ッ ト は、 形V600シ リーズに対し て以下の機能が追加されています。

これらは形V600シ リーズと ア ッ プワー ドの形で追加されているため、形V600シ リーズを形V680シ リー

ズに簡単に置き換える こ とができます。

コ マン ド追加 ・ エラー訂正付リー ド

・ エラー訂正付ラ イ ト

・ UIDリー ド

・ ノ イズ測定

交信指定追加 ・ FIFO ト リ ガ

・ FIFOリ ピー ト

・ マルチ ト リ ガ

・ マルチ リ ピー ト

DMエ リ ア設定内容追加 ・ UID付加設定

・ ラ イ ト プロテ ク ト 設定

・ 形V680-H01アンテナ接続切換え設定

・ 結果モニ タ表示切替設定

・ テス ト 動作設定

・ RUN/TEST切換え操作設定

テス ト 動作追加

(DMエ リ アにて設定)

・ 距離レベル測定

・ 速度レベル測定(リー ド/ラ イ ト )

・ ノ イズレベル測定

・ 交信成功率測定

CIOエ リ アの出力追加 RUN/TEST切換えフ ラグ

(DMエ リ アのRUN/TEST切換え操作設定が有効の場合のみ)

CIOエ リ アの入力追加 ・ アンテナエラー (9C)

・ IDシステムエラー 1(79)

・ IDシステムエラー 2(7E)

・ IDシステムエラー 3(7F)

・ エラー訂正フ ラグ(77)

・ 結果出力モニ タ

RUNモー ド ： 交信時間 or ノ イズレベル

テス ト モー ド ： 各種テス ト 結果内容

その他 形V600シ リーズIDセンサユニ ッ ト ではコ マン ド異常、 データ格納エ リ ア異常で異常完了フ ラ

グはONし ませんが、 本機ではコマン ド異常、 データ格納エ リ ア異常発生時も異常完了フ ラグ

をONし ます。

形V600IDセンサユニ ッ ト ではコマン ド異常、 データ格納エ リ ア異常は処理結果モニ タ されま

せんが、 本機では"E014"をモニ タ し ます。

※ FIFO ト リ ガ/FIFOリ ピー ト /マルチ ト リ ガ/マルチ リ ピー ト 交信

指定は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
RFID システム
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操作をする上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ド バイスなど、 その機能について特に大切なポイ ン ト がま とめられて

います。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と、 難しい用語の解説などを示し ています。
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特長と システム構成
特長と機能概要

SYSMAC CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト

SYSMAC CSシ リーズでV680シ リーズRFタグにデータ を読み書きするIDセンサユニ ッ ト です。 1CHタ イプのID

センサユニ ッ ト (形CS1W-V680C11)、 および2CHタ イプのIDセンサユニ ッ ト (形CS1W-V680C12)があ り ます。

1CH IDセンサユニ ッ ト

形CS1W-V680C11

V680C12
RUN
ER C

HEAD 1
T/R

NORM/ERR

ERP
ERH
HEAD 2
T/R
NORM/ERR

TEST

ON

HEAD 1

HEAD 2

DC2 4V
INPUT
+
-

2CH IDセンサユニ ッ ト

形CS1W-V680C12
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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特長と システム構成
SYSMAC CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト

SYSMAC CJシ リーズでV680シ リーズRFタグにデータ を読み書きするIDセンサユニ ッ ト です。 1CHタ イプのID

センサユニ ッ ト (形CJ1W-V680C11)、 および2CHタ イプのIDセンサユニ ッ ト (形CJ1W-V680C12)があ り ます。

･RFIDシステムは、 CS/CJシ リーズCPU装置または CS/CJシ リーズ増設装置に装着されたIDセンサユニ ッ ト

と、 IDセンサユニ ッ ト に接続されたアンテナ、 および移動体に取り付けられたRFタグによ り構成されます。

･IDセンサユニ ッ ト はアンテナを通じ てCS/CJ シ リーズCPUユニ ッ ト 内の各種のデータ を RF タグに書き込ん

だ り、 RFタグのデータ をCS/CJシ リーズCPUユニ ッ ト へ読み出すこ とができます。

CS1W-V680C11 CS1W-V680C12 CJ1W-V680C11 CJ1W-V680C12

アンプ/

アンテナ

V680シ リーズ(形V680-HA63□/形V680-H□□)

最大接続

アンテナ数

1CH 2CH 1CH 2CH

RFタグ V680シ リーズ(形V680-D□□F□□/形V680-D□□P□□)

コマン ド種類 リー ド コマン ド

ラ イ ト コマン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書換寿命管理

エラー訂正付リー ド

エラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

リー ド コ マン ド

ラ イ ト コ マン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書換寿命管理

コ ピーコ マン ド

エラー訂正付リー ド

エラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

リー ド コマン ド

ラ イ ト コマン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書換寿命管理

エ ラー訂正付リー ド

エ ラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

リー ド コマン ド

ラ イ ト コマン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書換寿命管理

コ ピーコマン ド

エラー訂正付リー ド

エラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

1CH IDセンサユニ ッ ト

形CJ1W-V680C11

V680C12
RUN ER C

ERP ERH

HEAD 1
HEAD 2

T/R  NORM/ERR

T/R  NORM/ERR

TE ST

ON

HEAD 1

HEAD 2

2CH IDセンサユニ ッ ト

形CJ1W-V680C12
15
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



16

第
 1

 章
特

長
と

機
能

概
要

第1章
特長と システム構成
■ バージ ョ ン無し とバージ ョ ン1.2以降との相違点
バージ ョ ン1.2以降では、 バージ ョ ン無し と比べて以下の機能を追加し ています。 バージ ョ ン1.2はバー

ジ ョ ン無しから ア ッ プワー ド の形で機能追加し ているため、 バージ ョ ン無し をバージ ョ ン1.2に置き換

える こ とができます。

 タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド設定の追加

形V680-CA1D/-CA2Dをお使いのお客様は、 必ずタグ メ モ リ設定をCA1Dモー ド に設定し て く だ さい。

タ グ メ モ リ設定を CA1D モー ド に設定する こ と で、 形V680-CA1D/-CA2D で書込みされた耐熱タ グ(形

V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)へのリー ド ・ ラ イ ト を行う こ とが出来ます。

 データ受け渡し設定の追加

160バイ ト /スキャ ンのサイ ク リ ッ ク処理によるデータ受け渡し方法に加え、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO命令

によ り、 最大2,048バイ ト を1スキャ ンで転送するデータ受け渡し方法を使用可能と し ま し た。

 データ メ モ リの割り付けにパラ メ ータ追加

データ メ モ リの割り付け内容に、 「タグ メ モ リ設定」 と 「データ受け渡し設定」 を追加し ま し た。

データ メ モ リ(DM)の詳細については、 第4章 「CPUユニ ッ ト とのデータ交換」 の 「初期設定データの割付」 の 「データ

メ モ リ(DM)の割付と内容」 を参照し て く だ さい。

p.65

バージ ョ ン1.2以降の製品は、 本体側面のラベルにバージ ョ ンを表示し ています。

タグ メ モ リ設定は、 CJ/CS1W-V680C1□の機能です。 形V680-CA1D/-CA2Dで書込みされた耐熱タグを他社製リーダラ

イ タ で リ ー ド ・ ラ イ ト を 行 う 場合、 メ モ リ マ ッ プが異な る こ と があ り ま すので、 こ の章の 「耐熱 タ グ( 形V680-

D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT) をお使いのお客さ まへ」 の 「タ グ メ モ リ設定標準モー ド 時の動作」 を確認し て く だ

さい。

p.20

・ CS1W-V680C1□ ・ CJ1W-V680C1□
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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特長と システム構成
耐熱タ グ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT) を

お使いのお客さ まへ

この項目は耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)をお使いのお客様のための項目です。

耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT) をお使いでない場合は、 タグ メ モ リ設定標準モー ド でご

使用 く だ さい。

高温保存後の注意
耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT) をお使いの場合は、 高温での保存後はデータ変更

の必要がな く と も、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。 本書中の高温とは110℃を越え200℃までの温

度を指し ます。

耐熱RFIDシステム用コ ン ト ローラ(形V680-CA1D/-CA2D)を使用し ている場合
耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)をお使いのお客様で、 形V680-CA1D/-CA2Dを使用

し ている場合は、 IDセンサユニ ッ ト  (バージ ョ ン1.2以降) のタグ メ モ リ設定をCA1D モー ド に設定し て

く だ さい。

バージ ョ ン1.2以降の製品は、 本体側面のラベルにバージ ョ ンを表示し ています。

形V680-CA1D/-CA2Dを使用されていない場合は、 タグ メ モ リ設定を行う必要はあ り ません。

次項 「システム構成」 以降をお読み く だ さい。

■ 形V680-CA1D/-CA2D と形V680シ リーズの他機種を併用し ている場合
形V680-CA1D/-CA2D以外の機種を併用されている場合は、 必ず、 併用されている機種について、 タグ

メ モ リ設定をCA1Dモー ド に設定できるバージ ョ ンをご使用 く だ さい。

形CS/CJ1W-V680C1□のバージ ョ ンは、 1.2以降が必要です。

形V680-CD5D01-V2Dのバージ ョ ンは、 2.3以降が必要です。

形V680-CH□Dのバージ ョ ンは、 1.1以降が必要です。

バージ ョ ン1.2以降の製品は、 本体側面のラベルにバージ ョ ンを表示し ています。

・ CS1W-V680C1□ ・ CJ1W-V680C1□

・ CS1W-V680C1□ ・ CJ1W-V680C1□
17
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第1章
特長と システム構成
タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド ご使用時の注意点

■ 使用できるRFタグ
タグ メ モ リ設定でCA1Dモー ド を用いる場合は、 使用できるRFタグが形V680-D1KP□□のみと な り ます。

形V680-D□KF□□は使用できません。

■ タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド でのラ イ ト プロテ ク ト 機能
タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド を使用する場合、 必ずラ イ ト プロテ ク ト 機能設定を 「無」 に設定し て く だ

さい。

データ メ モ リ(DM)の(m+2)CH(ラ イ ト プロテ ク ト 有無設定)を“01”(無)に設定し て く だ さい。

データ メ モ リ(DM)の詳細については、 第4章 「CPUユニ ッ ト とのデータ交換」 の 「初期設定データの割付」 の 「データ

メ モ リ(DM)の割付と内容」 を参照し て く だ さい。

p.65

使用可能RFタグ 使用不可RFタグ

形式 形式

形V680-D1KP58HT 形V680-D2KF52M

形V680-D1KP58HTN 形V680-D2KF52M-BT01

形V680-D1KP52MT 形V680-D2KF52M-BT11

形V680-D1KP52M-BT01 形V680-D8KF67

形V680-D1KP52M-BT11 形V680-D8KF67M

形V680-D1KP53M 形V680-D8KF68

形V680-D1KP66T 形V680-D32KF68

形V680-D1KP66MT 形V680S-D2KF67

形V680S-D2KF67M

形V680S-D2KF68

形V680S-D2KF68M

形V680S-D8KF67

形V680S-D8KF67M

形V680S-D8KF68

形V680S-D8KF68M
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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特長と システム構成
■ IDセンサユニ ッ ト の組合せ
形V680-CA1D/-CA2Dおよび形CS/CJ1W-V680C1□(バージ ョ ン1.2以降で タグ メ モ リ設定がCA1Dモー

ド ) と、 形CS/CJ1W-V680C1□(バージ ョ ン無し)および形CS/CJ1W-V680C1□(バージ ョ ン1.2以降で タ

グ メ モ リ設定が標準モー ド)では、 形V680-D1KP□□(形V680-D1KP58HTを除 く )に対し て、 RFタグ内部

のア ド レスマ ッ プが反転し ます。 このため形V680-CA1D/-CA2D でお使いのRF タグを使用される場合

は、 本機のタグ メ モ リ設定をCA1Dモー ド と なるよ う必ず設定し て く だ さい。
19
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第1章
特長と システム構成
■ タグ メ モ リ設定標準モー ド時の動作
形V680-CA1D/-CA2Dでデータ を ラ イ ト し た形V680-D1KP58HTNを、形CS/CJ1W-V680C1□で リー ド す

る と、 1ブロ ッ ク(8バイ ト )単位で反転し たア ド レスにあるデータ を読み取り ます。

形V680-CA1D/-CA2D を使用し ているお客様で、 ID センサユニ ッ ト を同一ラ イ ンにてご使用になる場

合は、バージ ョ ン1.2以降のIDセンサユニ ッ ト を用いて、タグ メ モ リ設定をCA1Dモー ド にし て く だ さい。
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第1章

特長と システム構成
■ タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド時の動作
形CS/CJ1W-V680C1□(バージ ョ ン1.2以降)のタグ メ モ リ設定がCA1Dモー ド では、形V680-D1KP□□(形

V680-D1KP58HTを除 く )に対し て、 形V680-CA1D/-CA2D と同様に、 ブロ ッ ク単位で反転し たア ド レス

で リー ド ・ ラ イ ト を行います。 このため、 形V680-CA1D/-CA2D でラ イ ト し たRF タグ と同じ ア ド レス

のデータ を リー ド する こ とができます。
21
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第1章
特長と システム構成
形V680S-D8KF□□を使用するお客様へ

形V680S-D8KF□□は、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン1.2以降 （2014年10月生産以降） のIDセンサユニ ッ ト

をご使用 く だ さい。

本体側面のラベルに“Lot No.”を記載し ています。 製品の生産年月は“Lot No.”よ り確認し て く だ さい。

・ CS1W-V680C1□ ・ CJ1W-V680C1□

年 ： 製造された年を表し ます。

月 ： 製造された月を表し ます。 10～12月の表示は以下の表示と な り ます。

X ： 10月、 Y ： 11月、 Z ： 12月

日 ： 製造された日を表し ます。

上図のLot No.の場合は、 製品が2014年10月15日に生産されたこ と を表し ます。
RFID システム
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システム構成

基本システム構成

■ CSシ リーズ用

※上図は、 1CH タ イ プ ID センサユニ ッ ト (形CS1W-V680C11) および2CH タ イ プ ID センサユニ ッ ト (形

CS1W-V680C12)の装着例です。

アンテナ形V680-H01は、 1CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CS1W-V680C11)とのみ接続可能です。

2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CS1W-V680C12)では使用できません。

アンテナ、 アンプ、 RFタグの詳細は、 RFIDシステム V680シ リーズ 「タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(FRAMタ イプ)」

(カ タ ログ番号 ： SCHI-707)、 「タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(EEPROMタ イプ)」 (カ タ ログ番号 ： SCHI-709)および、

耐熱用途RFIDシステム V680シ リーズ 「ユーザーズマニュアル」 (カ タ ログ番号 ： SCHI-703)を参照して く だ さい。
23
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第1章
特長と システム構成
■ CJシ リーズ用

※上図は、 1CH タ イ プ ID センサユニ ッ ト (形CJ1W-V680C11) および2CH タ イ プ ID センサユニ ッ ト (形

CJ1W-V680C12)の装着例です。

アンテナ形V680-H01は、 1CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CJ1W-V680C11)とのみ接続可能です。

2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CJ1W-V680C12)では使用できません。

アンテナ、 アンプ、 RFタグの詳細は、 RFIDシステム V680シ リーズ 「タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(FRAMタ イプ)」

(カ タ ログ番号 ： SCHI-707)、 「タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(EEPROMタ イプ)」 (カ タ ログ番号 ： SCHI-709)および、

耐熱用途RFIDシステム V680シ リーズ 「ユーザーズマニュアル」 (カ タ ログ番号 ： SCHI-703)を参照して く だ さい。
RFID システム
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装着上の制限

■ CSシ リーズの場合
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト は、 CSシ リーズの高機能I/Oユニ ッ ト グループに属し ます。

･CSシ リーズ用CPU装置またはCSシ リーズ用増設装置に装着できます。

･1装置(CPU装置または増設装置)あた りの装着可能台数は、 電源ユニ ッ ト の最大供給電流および他の

ユニ ッ ト の消費電流によ り異な り ます。

形CS1G-CPU45Hと各IDセンサユニ ッ ト のみを装着する場合の最大装着可能台数は次の通り です

アンテナ形V680-H01は、 1CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CS1W-V680C11)とのみ接続可能です。

2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CS1W-V680C12)では使用できません。

■ CJシ リーズの場合
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト は、 CJシ リーズの高機能I/Oユニ ッ ト グループに属し ます。

･CJシ リーズ用CPU装置またはCJシ リーズ用増設装置に装着できます。

･1装置(CPU装置または増設装置)あた りの装着可能台数は、他のユニ ッ ト の消費電流によ り異な り ます。

形CJ2M-CPU15と各IDセンサユニ ッ ト のみを装着する場合の最大装着可能台数は次の通り です。

アンテナ形V680-H01は、 1CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CJ1W-V680C11)とのみ接続可能です。

2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト (形CJ1W-V680C12)では使用できません。

高機能I/Oユニ ッ ト の入出力リ レー番号は、 装着し たスロ ッ ト 番号(または位置)ではな く 、 ユニ ッ ト 前面の号機No.設定スイ ッ チ

の設定にし たがって割り付けられます。

電源ユニ ッ ト
形CS1W-V680C11 形CS1W-V680C12

アンプ形V680-HA63□接続時 アンテナ形V680-H01接続時 アンプ形V680-HA63□接続時

形C200HW-PA204

形C200HW-PA204C

形C200HW-PA204S

形C200HW-PA204R

形C200HW-PD024

5 2 10

形C200HW-PA209R 9 4 10

形C200HW-PD025 7 4 10

電源ユニ ッ ト
形CJ1W-V680C11 形CS1W-V680C12

アンプ形V680-HA63□接続時 アンテナ形V680-H01接続時 アンプ形V680-HA63□接続時

形CJ1W-PA205C

形CJ1W-PA205R

形CJ1W-PD025

5 2 2

形CJ1W-PA202 2 1 1

形CJ1W-PD022 3 1 1
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第1章
特長と システム構成
ユニ ッ ト の取り付け

■ CSシ リーズの場合
IDセンサユニ ッ ト のベースユニ ッ ト への取り付けは以下の手順で行って く だ さい。

1. 上底辺にある固定用ツ メ をベースユニ ッ ト に引っかけて取り付けて く だ さい。

2. 各ユニ ッ ト は、 ベースユニ ッ ト のコネク タ を正し く 差し込み、 ユニ ッ ト 下部にある固定ねじ を し っか

り と締め付けて く だ さい。 適正締め付け ト ルクは0.4N ・ mです。

3. ユニ ッ ト を取り外す場合は、 固定ねじ を緩めてから取り外し て く だ さい。

装置内への組み込みに際し ては、下図のよ う にユニ ッ ト

の着脱のための空間を確保し て く だ さい。

20mm以上

ベースユニ ッ ト

20mm以上

ド ラ イバ
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ CJシ リーズの場合
IDセンサユニ ッ ト は、 以下の構成ユニ ッ ト の位置に接続し ます。

IDセンサユニ ッ ト の取り付けは以下の手順で行っ て く だ さい。

1. コネク タ をきちんとかみ合わせて、 ユニ ッ ト 同士を取り付けます。

2. 上下についている黄色のスラ イダを 「カチ ッ」 と音がするまでスラ イ ド させ、 ロ ッ ク し ます。

3. 右端のユニ ッ ト にはエン ド カバーを取り付けます。

スラ イダーを確実にロ ッ ク し ないと、 CJシ リーズの機能が十分働かな く なる こ とがあ り ますので、 ご注意 く だ さい。
27
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第1章
特長と システム構成
ユニ ッ ト 取り扱い上のお願い
･ユニ ッ ト および接続線の取り付け、取り外しは、必ずPLC本体の電源をOFFし た後に行って く だ さい。

･ノ イズの影響を避けるため、 入出力線は、 高電圧線や動力線と別ダク ト で配線し て く だ さい。

･配線時にはワイヤクズなどが飛びますので、 ユニ ッ ト 内への混入防止のため、 ユニ ッ ト 上面のラベル

を付けたまま配線し て く だ さい。 ラベルは、 配線完了の後に、 放熱のため必ず取り外し て く だ さい。

■ CSシ リーズ

■ CJシ リーズ
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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目的別機能索引

こんな と き 機能
参照

ページ

CPUユニ ッ ト のラダー無し で、 RFタグとの交信をテス ト し たい テス ト モー ド p.76

RFタグとの交信タ イ ミ ングを調節し たい

例)

・ RFタグがアンテナの前で停止する

・ RFタグがアンテナの前を通過する

交信指定機能 p.83

RFタグのメ モ リ内容を誤った書き込みから保護し たい ラ イ ト プロテ ク ト 機能 p.99

RFタグの書換回数による寿命を管理を し たい RFタグの寿命検知機能 p.106

RFタグのメ モ リ内容の正当性をチ ェ ッ ク し たい RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能 p.110

RFタグのメ モ リ チ ェ ッ クおよび1ビ ッ ト のエラーを訂正し たい RFタグのメ モ リ エラー訂正機能 p.112
29
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
仕様

一般仕様
SYSMAC CS1シ リーズ高機能I/Oユニ ッ ト の一般仕様に準じ ます。

性能仕様

注1. 1装置(CPU装置または増設装置)あた りの装着可能台数です。

注2. 形V680-H01は1CHタ イプIDセンサユニ ッ ト とのみ接続可能です。 2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト ではご使用になれません。

注3. データ受け渡し設定でイ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用を設定し た場合、 最大2,048バイ ト を1スキャ ンで転送する こ とが可能です。

CS1W-V680C11 CS1W-V680C12

ユニ ッ ト グループ 高機能I/Oユニ ッ ト

CPUユニ ッ ト の

サイ クルタ イムへの

影響時間

0.15ms 0.3ms

外部供給電源 － DC24V+10% 360mA

内部消費電流

アンプ形V680-HA63□接続時 ： DC5V 260mA

DC24V 125mA

アンテナ形V680-H01接続時 ： DC5V 260mA

DC24V 280mA

DC5V 320mA

DC24V 0mA

外形寸法(mm) 35(W)×130(H)×101(D)

質量 180g以下 300g以下

装着可能位置
CS1シ リーズ用CPU装置またはCS1用増設装置

(C200H用I/O増設装置またはSYSBUSリ モー ト I/O子局には装着不可)

装着可能台数

アンプ形V680-HA63□接続時 ： 5台

アンテナ形V680-H01接続時 ： 2台

注1.

10台

注1.

接続アンテナ 　 注2.

V680シ リーズアンプ(形V680-HA63□)

V680シ リーズアンテナ(形V680-H□□)

1CH

V680シ リ ーズアンプ(形V680-HA63□)

V680シ リ ーズアンテナ(形V680-H□□)

1CHまたは2CH

対象RFタ グ V680シ リーズRFタグ(形V680-D□□)

占有ユニ ッ ト 数 1ユニ ッ ト 2ユニ ッ ト

占有チャネル数 10CH 20CH

制御手順 専用手順

CPUユニ ッ ト との

データ交換方法

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア

2000CH～2959CH

10CH/1ユニ ッ ト を常時

データ交換

CPUユニ ッ ト

→本ユニ ッ ト

ユニ ッ ト 制御

交信処理指定、 データ格納エ リ ア指定

本ユニ ッ ト

→CPUユニ ッ ト

ユニ ッ ト 情報、 結果情報

処理結果モニ タ

高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ

リ ア

D20000～D29599

100CH/1ユニ ッ ト を電源

ON時またはユニ ッ ト リ

ス ター ト 時に転送

CPUユニ ッ ト

→本ユニ ッ ト

システム設定

オー ト 待ち時間設定

ラ イ ト プロテ ク ト 設定

接続アンテナ設定

結果モニ タ出力

テス ト 設定

RUN/TEST切換え設定

データ転送量 最大2048バイ ト (ただ し160バイ ト /1スキャ ン) 注3. 最大2048バイ ト /1CH(ただ し160バイ ト /1スキャ ン) 注3.

動作モー ド

RUNモー ド

テス ト モー ド ・ 交信テス ト

・ 距離レベル測定

・ 速度レベル測定(リー ド )

・ 速度レベル測定(ラ イ ト )

・ ノ イズレベル測定

・ 交信成功率測定

診断機能

(1)CPUウォ ッ チ ド ッ ク タ イマ

(2)RFタグ との交信異常検出

(3)アンテナ電源異常

-15%
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CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
交信機能仕様

※ 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。

CS1W-V680C11 CS1W-V680C12

交信制御

(1)交信速度(通常/高速)

(2)ラ イ ト 時のベ リ フ ァ イ有無

(3)オー ト 待ち時間設定

(4)UID付加設定

(5)ラ イ ト プロテ ク ト 設定

(6)接続アンテナ設定(1CHタ イプIDセンサユニ ッ ト 形CS1W-V680C11)

(7)結果モニ タ切換え設定

コマン ドの種類

リー ド コ マン ド

ラ イ ト コ マン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マス ク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書き込み回数管理

エ ラー訂正付リー ド

エ ラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

リ ー ド コ マン ド

ラ イ ト コ マン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書き込み回数管理

コ ピーコ マン ド

エラー訂正付リ ー ド

エラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

交信指定

シングル ト リ ガ

シングルオー ト

リ ピー ト オー ト

FIFO ト リ ガ ※

FIFOリ ピー ト  ※

マルチ ト リ ガ ※

マルチ リ ピー ト  ※
33
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
使用手順

IDセンサユニ ッ ト の使用手順を示し ます。

・ 形CS1W-V680C12をご使用の場合、 CX-Programmer V3.0以降のバージ ョ ンを使用する と、 運転用データの入出力の区別を、 ラ

ダー図上のア ド レスの前に実入力の場合 「I:」、 実出力の場合 「Q:」 と し て自動的に表示できます。

設定方法は、 CX-Programmerの[I/Oテーブル]ウ ィ ン ド ウで、 [他の高機能I/Oユニ ッ ト (A)]を選択し た後、 [高機能I/Oユニ ッ ト の

詳細入力]ダイアログにて、 [占有号機数]へ2、 [入力チャネル数]へ3、 [出力チャネル数]へ7を設定し、 [占有号機数分 入力/出力

チャネルを繰り返す]をチ ェ ッ ク し ます。

・ 形CS1W-V680C11をご使用の場合、 CX-Programmer V2.0以降のバージ ョ ンを使用する と、 運転用データの入出力の区別を、 ラ

ダー図上のア ド レスの前に実入力の場合 「I:」、 実出力の場合 「Q:」 と し て自動的に表示できます。

・ 形CS1W-V680C12をご使用の場合、 外部入力電源ONは、 CPUユニ ッ ト の電源ONと同時か、 も し く は、 それ以降に行って く だ

さい。
RFID システム
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CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
使用手順例
次の条件の使用手順例を示し ます。

RFタグのア ド レス0010Hex番地から10Hexバイ ト のデータ を ト リ ガで リー ド し ます。

高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの設定

号機No. ： 00

コ マン ド ： リー ド

交信指定 ： ト リ ガ

リー ド データ格納順序 ： 上位→下位

RFタグのリー ド先頭ア ド レス ： 0010Hex

RFタグのリー ドバイ ト 数 ： 10Hexバイ ト

リー ド データ格納先 ： D1000～D1004
35
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
■ IDセンサユニ ッ ト の設定

1. テス ト スイ ッ チ(ユニ ッ ト 前面)の設定

2. 装着･配線

3. 号機No.の設定

4. PLC本体の電源ON

・ 形CS1W-V680C12をご使用の場合、 外部入力電源ONは、 CPUユニ ッ ト の電源ONと同時か、 も し く は、 それ以降に行って く だ

さい。

5.
RFID システム
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CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
■ I/Oテーブルの作成

PLC本体の電源ON後、 必ずI/Oテーブルの作成を行っ て く だ さい。

I/OテーブルはCS/CJシ リーズ用のプログラ ミ ングコ ン ソール(以後、 プロ コ ン といいます） も し く は

CX-Programmer(PLCのプログラム作成やモー ド 変更などの制御を行 う ためのソ フ ト ウ ェ ア ) で作成で

きます。

■ 初期設定データの設定

1. 高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アの設定

高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アの設定については、 第5章 「各種パラ メ ータ設定(DMエ リ ア)」 を参照し て く だ さい。

p.91

PRO
10

PRO
10
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CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
高機能DMの割付け ： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

2. PLC本体の電源再投入
RFID システム
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CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
■ ラダープログラムの作成

高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ ア(n＋1)～(n＋6)CH( この場合、 2011～2016CH)にコ マン ド、 交信指定、

リー ド データ格納順序、 RFタグのリー ド先頭ア ド レス、 リー ドバイ ト 数、 リー ド データ格納先を設定

し ます。

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭チャネル ： 2000＋10×0＝2000CH

PRO
10
39
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
各部の名称と機能

各部の名称
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第2章

CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
表示の機能
ユニ ッ ト の動作状態を表示し ます。

表示内容とユニ ッ ト 状態の関係は下表のとお り です。

号機No.設定スイ ッ チ
CPUユニ ッ ト と ID センサユニ ッ ト とのデー タ交換は高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ ア と高機能I/Oユ

ニ ッ ト 用DMエ リ アを介し て行われます。 IDセンサユニ ッ ト が占有する リ レー番号と DM番号はユニ ッ

ト 前面の号機No.設定スイ ッ チで設定し ます。

テス ト スイ ッ チ
通常モー ド と テス ト モー ドの切替は、 ユニ ッ ト 前面のテス ト スイ ッ チの操作で行います。

DMエ リ アのRUN/TEST切換え操作設定で“テス ト スイ ッ チにて操作”を選択し て く だ さい。

形CS1W-V680C11 形CS1W-V680C12

スイ ッ チ

No.

号機

No.

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア割付

CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

用DMエ リ ア

割付CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア

割付CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

用DMエ リ ア

割付CH番号

0 0号機 2000～2009CH D20000～20099 2000～2019CH D20000～20199

1 1号機 2010～2019CH D20100～20199 2010～2029CH D20100～20299

： ： ： ： ： ：

94 94号機 2940～2949CH D29400～29499 2940～2959CH D29400～29599

95 95号機 2950～2959CH D29500～29599 (設定不可)

状態 内容

OFF 通常モード (工場出荷状態 )

ON テストモード
41
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
接続 ・ 配線

アンプ ・ アンテナの接続方法

■ 装着方法

1. コ ネ ク タのケーブル固定部を持っ て本体の白点

印と コ ネ ク タの白点印を合わせて挿入し て く だ

さい。

2. コネク タがロ ッ クするまでまっすぐに押し ます。

・ リ ング部を押し ても ロ ッ ク されませんので、 必ずケーブル固定部を持って押し て く だ さい。

アンプ ・ アンテナ接続コネク タに直接接続できるアンテナは、 形V680H01のみです。

■ 取り外し方法

1. リ ング部を持っ てま っすぐに引き抜きます。

ケーブル固定部を持っ て引き抜 く こ と はで き ま

せん。 断線や破損の原因と な り ますので、 ケーブルを無理に引っ張らないで く だ さい。

電源を入れた状態でのコネク タの着脱は行わないで く だ さい。 故障の原因と な り ます。
RFID システム
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
外部電源の配線(形CS1W-V680C12のみ)
配線は次のよ う に行っ て く だ さい。

電源、 設置端子はＭ3セルフ ア ッ プねじ を使用し ています。 圧着端子を使用する場合、 下記のものをご

使用 く だ さい。 締付 ト ルクは約0.58N ・ m程度と し て く だ さい。

■ 適合圧着端子例

■ 推奨DC電源(小型、 DINレールタ イプ)<オムロン製>

・ 電源ラ イ ンに重畳し ている ノ イズに対し ては、 IDセンサユニ ッ ト 内部の対策だけで十分ですが、 さ らにラ イ ン フ ィ ルタ を介し

て電源を供給する こ とによ り、 大地間のノ イズを大幅に減衰させる こ とができます。

・ 形CS1W-V680C12の消費電力の定格はDC24V、 360mAですが、 突入電流の関係を考慮し て容量を決定し て く だ さい。

・ 形CS1W-V680C12をご使用の場合、 外部入力電源ONは、 CPUユニ ッ ト の電源ONと同時か、 も し く は、 それ以降に行って く だ

さい。

メ ーカ 形式 適合電線 形状

日本圧着端子 1.25-N3A
AWG26～18 フ ォーク型

日本圧着端子 1.25-Y3A

形式 出力容量 入力電圧

S8VS-03024 DC24V 1.3A AC100～240V
43
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
安全と ノ イズ対策の配線
アンテナケーブルおよび入出力信号線の処理

アンテナケーブルおよび入出力信号線は、 制御盤の内外と もに、 動力回路のケーブルとは別ダク ト に

し て配線し て く だ さい。

同じ ダク ト で配線する と きは、 シールド ケーブルを使用する こ と で、 耐ノ イズ性能が向上し ます。 こ

の場合、 シールド端はGR端子に接続し て く だ さい。

誘導負荷対策

入出力に誘導負荷を接続する と きは、 サージキラーまたはダイオード を負荷に並列に接続して く ださい。

・ サージキラーと ダイオー ドは以下の条件で使用し て く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第2章
CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
外部配線のノ イズ対策

アンテナケーブルおよび入出力線、 電源線、 動力線の外部配線をする と きは、 以下の項目を配慮し て

く だ さい。

･信号用多芯ケーブルを使用する と きは、 入出力線とほかの制御線との併用を避けて く だ さい。

･ラ ッ クが並行する と きは、 ラ ッ ク間の距離を300mm以上離し て く だ さい。

･ケーブル布設工事において、 同一ダ ク ト に収納する と きは、 アース し た金属板(鉄製)にて遮蔽し て

く だ さ い。
45
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CSシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
MEMO
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第3章
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
仕様

一般仕様
SYSMAC CJ1シ リーズ高機能I/Oユニ ッ ト の一般仕様に準じ ます。

性能仕様

注1. 1装置(CPU装置または増設装置)あた りの装着可能台数です。

注2. 形V680-H01は1CHタ イプIDセンサユニ ッ ト とのみ接続可能です。 2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト ではご使用になれません。

注3. データ受け渡し方法でイ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用を設定し た場合、 最大2,048バイ ト を1スキャ ンで転送する こ とが可能です。

CJ1W-V680C11 CJ1W-V680C12

ユニ ッ ト グループ 高機能I/Oユニ ッ ト

CPUユニ ッ ト のサイ クル

タ イムへの影響時間
0.15ms 0.3ms

内部消費電流

アンプ形V680-HA63□接続時 ： DC5V 260mA

DC24V 130mA

アンテナ形V680-H01接続時 ： DC5V 260mA

DC24V 280mA

DC5V 320mA

DC24V 260mA

外形寸法(mm) 31(W)×90(H)×65(D)

質量 120g以下 130g以下

装着可能位置
CJ1シ リーズ用CPU装置またはCJ1用増設装置

(C200H用I/O増設装置またはSYSBUSリ モー ト I/O子局には装着不可)

装着可能台数

CJ1W-PA205Rの場合

アンプ形V680-HA63□接続時 ： 4台

アンテナ形V680-H01接続時 ： 2台

CJ1W-PA202の場合

アンプ形V680-HA63□接続時 ： 2台

アンテナ形V680-H01接続時 ： 1台

注1.

CJ1W-PA205Rの場合

2台

CJ1W-PA202の場合

1台

注1.

接続アンテナ 　 注2.

V680シ リーズアンプ(形V680-HA63□)

V680シ リーズアンテナ(形V680-H□□)

1CH

V680シ リーズアンプ(形V680-HA63□)

V680シ リーズアンテナ(形V680-H□□)

1CHまたは2CH

対象RFタ グ V680シ リーズRFタグ(形V680-D□□)

占有ユニ ッ ト 数 1ユニ ッ ト 2ユニ ッ ト

占有チャネル数 10CH 20CH

制御手順 専用手順

CPUユニ ッ ト とのデータ

交換方法

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア

2000CH～2959CH

10CH/1ユニ ッ ト を常時

データ交換

CPUユニ ッ ト

→本ユニ ッ ト

ユニ ッ ト 制御

交信処理指定、 データ格納エ リ ア指定

本ユニ ッ ト

→CPUユニ ッ ト

ユニ ッ ト 情報、 結果情報

処理結果モニ タ

高機能I/Oユニ ッ ト

用DMエ リ ア

D20000～D29599

100CH/1ユニ ッ ト

を電源ON時または

ユニ ッ ト リ ス ター ト

時に転送

CPUユニ ッ ト

→本ユニ ッ ト

システム設定

オー ト 待ち時間設定

ラ イ ト プロテ ク ト 設定

接続アンテナ設定

結果モニ タ出力

テス ト 設定

RUN/TEST切換え設定

データ転送量 最大2048バイ ト (ただ し160バイ ト /1スキャ ン) 注3. 最大2048バイ ト /1CH(ただ し160バイ ト /1スキャ ン) 注3.

動作モー ド

RUNモー ド

テス ト モー ド ・ 交信テス ト

・ 距離レベル測定

・ 速度レベル測定(リー ド)

・ 速度レベル測定(ラ イ ト )

・ ノ イズレベル測定

・ 交信成功率測定

診断機能

(1)CPUウォ ッ チ ド ッ ク タ イマ

(2)RFタ グ との交信異常検出

(3)アンテナ電源異常
RFID システム
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交信機能仕様

※ 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。

CJ1W-V680C11 CJ1W-V680C12

交信制御

(1)交信速度(通常/高速)

(2)ラ イ ト 時のベリ フ ァ イ有無

(3)オー ト 待ち時間設定

(4)UID付加設定

(5)ラ イ ト プロテ ク ト 設定

(6)接続アンテナ設定(1CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト 形CJ1W-V680C11)

(7)結果モニ タ切換え設定

コマン ドの種類

リー ド コマン ド

ラ イ ト コマン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書き込み回数管理

エラー訂正付リー ド

エラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

リー ド コマン ド

ラ イ ト コマン ド

ビ ッ ト セ ッ ト /ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

演算ラ イ ト

データ フ ィ ル

データ チ ェ ッ ク

書き込み回数管理

コ ピーコマン ド

エラー訂正付リ ー ド

エラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

ノ イズ測定

交信指定

シングル ト リ ガ

シングルオー ト

リ ピー ト オー ト

FIFO ト リ ガ ※

FIFOリ ピー ト  ※

マルチ ト リ ガ ※

マルチ リ ピー ト  ※
49
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CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
使用手順

IDセンサユニ ッ ト の使用手順を示し ます。

・ 形CJ1W-V680C12をご使用の場合、 CX-Programmer V3.0以降のバージ ョ ンを使用する と、 運転用データの入出力の区別を、 ラ

ダー図上のア ド レスの前に実入力の場合 「I:」、 実出力の場合 「Q:」 と し て自動的に表示できます。

設定方法は、 CX-Programmerの[I/Oテーブル]ウ ィ ン ド ウで、 [他の高機能I/Oユニ ッ ト (A)]を選択し た後、 [高機能I/Oユニ ッ ト の

詳細入力]ダイアログにて、 [占有号機数]へ2、 [入力チャネル数]へ3、 [出力チャネル数]へ7を設定し、 [占有号機数分 入力/出力

チャネルを繰り返す]をチ ェ ッ ク し ます。

・ 形CJ1W-V680C11をご使用の場合、 CX-Programmer V2.0以降のバージ ョ ンを使用する と、 運転用データの入出力の区別を、 ラ

ダー図上のア ド レスの前に実入力の場合 「I:」、 実出力の場合 「Q:」 と し て自動的に表示できます。
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CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
使用手順例
次の条件の使用手順例を示し ます。

RFタグのア ド レス0010Hex番地から10Hexバイ ト のデータ を ト リ ガで リー ド し ます。

高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの設定

号機No. ： 00

コ マン ド ： リー ド

交信指定 ： ト リ ガ

リー ド データ格納順序 ： 上位→下位

RFタグのリー ド先頭ア ド レス ： 0010Hex

RFタグのリー ドバイ ト 数 ： 10Hexバイ ト

リー ド データ格納先 ： D1000～D1004
51
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第3章
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
■ IDセンサユニ ッ ト の設定

1. テス ト スイ ッ チ(ユニ ッ ト 前面)の設定

2. 装着･配線

3. 号機No.の設定

4. PLC本体の電源ON
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
■ I/Oテーブルの作成

PLC本体の電源ON後、 必ずI/Oテーブルの作成を行っ て く だ さい。

I/Oテーブルはプロ コ ン も し く はCX-Programmerで作成できます。

■ 初期設定データの設定

1. 高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アの設定

高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アの設定については、 第5章 「各種パラ メ ータ設定(DMエ リ ア)」 を参照し て く だ さい。

p.91

PRO
10

PRO
10
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第3章
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
高機能DMの割付け ： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

2. PLC本体の電源再投入
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CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
■ ラダープログラムの作成

高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ ア(n＋1)～(n＋6)CH( この場合、 2011～2016CH)にコ マン ド、 交信指定、

リー ド データ格納順序、 RFタグのリー ド先頭ア ド レス、 リー ドバイ ト 数、 リー ド データ格納先を設定

し ます。

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭チャネル ： 2000＋10×0＝2000CH

PRO
10
55
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第3章
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
各部の名称と機能

各部の名称
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第3章

CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
表示の機能
ユニ ッ ト の動作状態を表示し ます。

表示内容とユニ ッ ト 状態の関係は下表のとお り です。

号機No.設定スイ ッ チ
CPU ユニ ッ ト と ID センサユニ ッ ト と のデー タ 交換は高機能I/O ユニ ッ ト リ レーエ リ ア と 高機能I/O

ユニ ッ ト 用DMエ リ ア を介 し て行われます。 IDセ ンサユニ ッ ト が占有する リ レー番号 と DM番号は

ユニ ッ ト 前面の号機No.設定ス イ ッ チで設定し ます。

テス ト スイ ッ チ
通常モー ド と交信テス ト モー ドの切替は、 ユニ ッ ト 前面のテス ト スイ ッ チの操作で行います。

DMエ リ アのRUN/TEST切換え操作設定で“テス ト スイ ッ チにて操作”を選択し て く だ さい。

形CJ1W-V680C11 形CJ1W-V680C12

スイ ッ チ

No.

号機

No.

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア割付

CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

用DMエ リ ア

割付CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア

割付CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

用DMエ リ ア

割付CH番号

0 0号機 2000～2009CH D20000～20099 2000～2019CH D20000～20199

1 1号機 2010～2019CH D20100～20199 2010～2029CH D20100～20299

： ： ： ： ： ：

94 94号機 2940～2949CH D29400～29499 2940～2959CH D29400～29599

95 95号機 2950～2959CH D29500～29599 (設定不可)

状態 内容

OFF 通常状態(工場出荷状態)

ON 交信テス ト 実行状態
57
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第3章
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
接続 ・ 配線

アンテナの接続方法

■ 装着方法
1. コ ネ ク タ のケーブル固定部を持っ て本体の白点

印 と コ ネ ク タ の白点印を合わせて挿入 し て く だ

さい。

2. コネク タがロ ッ クするまでま っすぐに押し ます。

・ リ ング部を押し ても ロ ッ ク されませんので、 必ずケーブル固定部を持って押し て く だ さい。

アンプ ・ アンテナ接続コネク タに直接接続できるアンテナは、 形V680H01のみです。

■ 取り外し方法

1. リ ング部を持っ てま っすぐに引き抜きます。

ケーブル固定部を持っ て引き抜 く こ とはできません。 断線や破損の原因と な り ますので、 ケーブルを無理に引っ張ら

ないで く だ さい。

電源を入れた状態でのコネク タの着脱は行わないで く だ さい。 故障の原因と な り ます。
RFID システム
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第3章
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
安全と ノ イズ対策の配線
アンテナケーブルおよび入出力信号線の処理

アンテナケーブルおよび入出力信号線は、 制御盤の内外と もに、 動力回路のケーブルとは別ダク ト に

し て配線し て く だ さい。

同じ ダク ト で配線する と きは、 シールド ケーブルを使用する こ と で、 耐ノ イズ性能が向上し ます。 こ

の場合、 シールド端はGR端子に接続し て く だ さい。

誘導負荷対策

入出力に誘導負荷を接続する と きは、 サージキラーまたはダイオード を負荷に並列に接続して く ださい。

・ サージキラーと ダイオー ドは以下の条件で使用し て く だ さい。
59
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第3章
CJシ リーズ用IDセンサユニ ッ ト
外部配線のノ イズ対策

アンテナケーブルおよび入出力線、 電源線、 動力線の外部配線をする と きは、 以下の項目を配慮し て

く だ さい。

･信号用多芯ケーブルを使用する と きは、 入出力線とほかの制御線との併用を避けて く だ さい。

･ラ ッ クが並行する と きは、 ラ ッ ク間の距離を300mm以上離し て く だ さい。

･ケーブル布設工事において、 同一ダク ト に収納する と きは、 アース し た金属板(鉄製)にて遮蔽し て く

だ さい。
RFID システム
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
データ交換の概要

CS/CJシ リーズCPUユニ ッ ト とIDセンサユニ ッ ト 形CS1W-V680C11/C12、形CJ1W-V680C11/C12とのデータ交

換は高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ ア(入出力用) と高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア(初期設定用)を介し て行わ

れます。

入出力データ

ユニ ッ ト 制御、 コマン ド、 結果情報などは本ユニ ッ ト の入出力データ と してCPUユニ ッ ト の高機能I/Oユ

ニ ッ ト リ レーエ リ アに号機No.に応じて割り付けられ、 常時(I/Oリ フ レ ッ シュ時)にデータ交換されます。

初期設定データ

システム設定、 オー ト 待ち時間設定、 テス ト 設定などは本ユニ ッ ト の初期設定データ と し て、 CPUユ

ニ ッ ト の高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アに号機No.に応じ て割り付けられ、電源ON時またはユニ ッ ト リ

ス ター ト 時にデータ交換されます。

 テス ト 設定データ

テス ト 動作モー ド、 テス ト 実行アンテナ、 テス ト 動作バイ ト 数などはテス ト 設定データ と して、 CPUユ

ニ ッ ト の高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アに号機No.に応じて割り付けられ、テス ト スイ ッ チON時にデータ

交換されます。
RFID システム
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CPUユニ ッ ト とのデータ交換
号機No.の設定
IDセンサユニ ッ ト が占有する リ レー番号と DM番号は、 ユニ ッ ト 前面の号機No.設定スイ ッ チによ り設

定し ます。

・ 同一号機No.を、 他の高機能I/Oユニ ッ ト と重複し て設定する と、 運転停止異常の 「No.二重使用エラー」 (プロ コ ンでは 「ユニ ッ

ト No.ニジュウシ ヨ ウ」 )と な り、 動作し ません。

・ 2CHタ イ プ(形CS1W-V680C12,形CJ1W-V680C12)を使用する場合は号機No.を2号機分占有し ます。

スイ ッ チ

No.

号機

No.

形CS1W-V680C11/形CJ1W-V680C11 形CS1W-V680C12/形CJ1W-V680C12

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア

割付CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

用DMエ リ ア

割付CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

リ レーエ リ ア

割付CH番号

高機能I/Oユニ ッ ト

用DMエ リ ア

割付CH番号

0 0号機 2000～2009CH D20000～20099 2000～2019CH D20000～20199

1 1号機 2010～2019CH D20100～20199 2010～2029CH D20100～20299

： ： ： ： ： ：

94 94号機 2940～2949CH D29400～29499 2940～2959CH D29400～29599

95 95号機 2950～2959CH D29500～29599 (設定不可)

形 CS1W-V680C11/C12

形 CJ1W-V680C11/C12
63
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
高機能I/Oユニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグ
データ メ モ リの内容を変更した後、または異常発生の原因を除去した後に、ユニ ッ ト の運転を再開する

場合、 PLC本体の電源を再投入するか、 高機能I/Oユニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグをOFF→ONし て く ださい。

 CS1シ リーズ用高機能I/Oユニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグ

 CJ1シ リーズ用高機能I/Oユニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグ

･リ ス ター ト 中は変換データは“0000”にな り ます。

・ 電源再投入または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグOFF→ONし ても異常が解除されない場合は、 本ユニ ッ ト を交換し て く だ さい。

リ レー番号 機能

A50200 0号機リ ス ター ト フ ラグ

OFF→ONする こ とによ り、 各号機

を再起動し ます。

再起動処理後、 自動的にOFFされ

ます。

A50201 1号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50215 15号機リ ス ター ト フ ラグ

A50300 16号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50715 95号機リ ス ター ト フ ラグ

リ レー番号 機能

A50200 0号機リ ス ター ト フ ラグ

OFF→ONする こ とによ り、 各号機

を再起動し ます。

再起動処理後、 自動的にOFFされ

ます。

A50201 1号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50215 15号機リ ス ター ト フ ラグ

A50300 16号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50715 95号機リ ス ター ト フ ラグ

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～
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CPUユニ ッ ト とのデータ交換
初期設定データの割付

データ メ モ リ(DM)の割付と内容
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アの割付データによ っ て、 本IDセンサユニ ッ ト の初期設定を行います。

・ IDセンサユニ ッ ト が占有する高機能I/Oユニ ッ ト 用DM番号は、 ユニ ッ ト 前面の号機No.設定スイ ッ チで設定し ます。占有する高

機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アが重ならないよ う に号機No.を設定し て く だ さい。(設定方法については、p.63をお読み く だ さい。)

・ 同一号機No.を、 他の高機能I/Oユニ ッ ト と重複し て設定する と、 運転停止異常の 「No.二重使用エラー」 (プロ コ ンでは 「ユニ ッ

ト No.ニジュウシ ヨ ウ」 )と な り ます。
65
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
データ メ モ リの割付内容(通常モー ド、 テス ト モー ド共通)
データ メ モ リの割り付け内容は以下のとお り です。

・ DM番号は、 m=D20000＋100×号機No.から割り付けられます。

DM番号

ビ ッ ト

番号
種類 説明 設定値

参照

ページ

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m m+100

15-12

システム

設定

UID付加設定
0 ： 無

1 ： 有
p.91

11-08 テス ト モー ド移行設定
0 ： 有効

1 ： 無効
p.91

07-04
ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有無

設定

0 ： ベ リ フ ァ イ有

1 ： ベ リ フ ァ イ無
p.92

03-00 交信速度設定(通常/高速)
0 ： 通常

1 ： 高速
p.92

m+1 m+101 15-00
オー ト 待ち

時間設定

交信指定でシングルオー

ト /リ ピー ト オー ト 指定

時のRFタグ待ち打切り時

間。 これを超える とRFタ

グ不在エラーを返信する

0001～9999

(×0.1s)

0000の場合は無限

p.93

m+2 m+102

15-08

ラ イ ト プロテ ク ト

設定

予約 － －

07-00
ラ イ ト プロテ ク ト

(形V680方式/無/形V600方式)

00 ： 形V680方式

01 ： 無

02 ： 形V600方式

p.93

m+3 m+103

15-04

接続アンテナ設定

予約 － －

03-00
接続アンテナ(標準アン

テナ/形V680-H01)

0 ： 標準アンテナ接続

1 ： 形V680-H01接続
p.94

m+4 m+104

15-04
結果モニ タ切換え

設定

予約 － －

03-00
結果モニ タ出力

(交信時間/ノ イズレベル)

0 ： 交信時間

1 ： ノ イズレベル
p.94

m+50 -

15-08

テス ト 設定

1CH、 2CH共通

テス ト 動作モー ド

00 ： 交信テス ト

A0 ： 距離レベル

B0 ： 速度レベル(リー ド)

B1 ： 速度レベル(ラ イ ト )

C0 ： ノ イズレベル

C1 ： 交信成功率

p.95

07-00 テス ト 実行アンテナ
01 ： 1CH

02 ： 2CH

m+51 - 15-00 テス ト 動作バイ ト 数 0000H～0800H(バイ ト )

m+80 -

15-04 RUN/TEST切換え

操作設定

1CH、 2CH共通

予約 －

03-00
RUN/TEST切換え

操作設定

0001 ： 上位機器にて操作

0000 ： SWにて操作

m+81 -

15-04
タグ メ モ リ設定

1CH、 2CH共通

予約 －

03-00 タグ メ モ リ設定
0 ： 標準モー ド

1 ： CA1Dモー ド

m+90 -

15-04 データ受け渡し方法

設定

1CH、 2CH共通

予約 －

p.96
03-00 データ受け渡し設定

0 ： サイ ク リ ッ ク使用

1 ： イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用

※予約のビ ッ ト は将来拡張のため、 使用し ないで く だ さい。
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
入出力データの割付

リ レー番号の割付と内容
高機能I/Oユニ ッ ト リ レーの割付デー タ によ っ て、 本ID センサユニ ッ ト の入出力データ交換を行いま

す。

・ IDセンサユニ ッ ト が占有する高機能I/Oユニ ッ ト リ レー番号は、 ユニ ッ ト 前面の号機No.設定スイ ッ チで設定し ます。 占有する

高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アが重ならないよ う に号機No.を設定し て く だ さい。 (設定方法については、 p.63をお読み く だ さ

い。 )

・ 同一号機No.を、 他の高機能I/Oユニ ッ ト と重複し て設定する と、 運転停止異常の 「No.二重使用エラー」 (プロ コ ンでは 「ユニ ッ

ト No.ニジュウシ ヨ ウ」 )と な り、 動作し ません。
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
高機能I/Oユニ ッ ト リ レーの割付内容
高機能I/Oユニ ッ ト リ レーの割り付け内容は以下のとお り です。

■ 出力

・ CH番号は、 n=2000＋10×号機No.から割り付けられます。

入出力

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

出力 n n+10 15 ユニ ッ ト

制御

RUN/TEST切替えフラグ ONにする と テス ト モード、

OFFする とRUNモード に切

換わり ます。

(DM=m+80が0001の場合に

のみ有効です)

14-03 － 予約

02 実行打切り フ ラグ コマン ド実行中にONする

と、 実行を打ち切り ます。

交信指定FIFO ト リ ガで交

信が終了し た後の、 交信

領域内にあるRFタグの動

作禁止状態を解除し ます。

01 エラーリ セ ッ ト フ ラグ IDセンサユニ ッ ト がコマ

ン ド実行指令立ち上がり

待ち状態の時、 ONで(n＋

8)CHの各結果情報を ク リ

ア し ます。

00 コ マン ド実行指令 立ち上がり(OFF→ON)で

IDセンサユニ ッ ト がコマ

ン ド を解析し、 実行を開

始し ます。

n+1 n+11 15-08 コマン ド コ マン ド コー ド 実行する コ マン ド を指定

し ます。

07-04 交信指定 RFタグとの交信方法を指

定し ます。

03-00 処理指定 コマン ドの処理詳細を指

定し ます。

n+2 n+12 15-00 処理ア ド レス RFタグの処理先頭ア ド レ

スを指定し ます。

n+3 n+13 15-00 処理バイ ト 数 RFタグの処理バイ ト 数を

指定し ます。

n+4 n+14 15-00 データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネル

No.(下4桁)

格納チャネルア ド レスを

BCDで指定し ます。

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別 データ格納エ リ ア種別を

指定し ます。

11-08 バン ク指定 エ リ ア種別がEMの場合に

バン クNo.を指定し ます。

07-00 データ格納チャネル

No.(上2桁)

格納チャネルア ド レスを

BCDで指定し ます。

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コ マン ド オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ンを指

定し ます。
RFID システム
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
 コ マン ド およびオプシ ョ ンの設定一覧

※ 1 コ ピーコ マン ドは形CS1W-V680C11/ 形CJ1W-V680C11 では使用できません。

※ 2 交信指定は、 第5章 「IDセンサユニ ッ ト の機能」 の 「交信指定機能」 をご参照 く だ さい。

p.83

※ 3 「処理指定の指定方法」 をご参照 く だ さい。

p.70

※ 4 指定方法は、 「データ格納エ リ アの指定方法」 をご参照 く だ さい。

p.70

コマン ド

名称

種類 コマン ド オプシ ョ ン

データ格納

エ リ アに

格納される

データ※4

参照

ページ

CH

番号
n+1 n+2 n+3 n+6

リ レー名称

コマン ド

コー ド

(Hex)

交信指定

(Hex)※2

処理指定

(Hex)※3

処理

ア ド レス

(Hex)

処理

バイ ト 数

(Hex)

コ マン ド

オプシ ョ ン

リー ド 00

0 ： ト リ ガ

1 ： オー ト

2 ： リ ピー ト オー ト

3 ： FIFO ト リ ガ

4 ： FIFOリ ピー ト

5 ： マルチ ト リ ガ

6 ： マルチ リ ピー ト

データ格納順

0 ： 上位→下位

1 ： 下位→上位

0000～

FFFF

0001～

0800
－ リー ド データ p.124

ラ イ ト 01
0000～

FFFF

0001～

0800
－ ラ イ ト データ p.125

ビ ッ ト セ ッ ト 02
0000～

FFFF

0001～

0004
－

ビ ッ ト セ ッ ト

指定データ
p.126

ビ ッ ト

ク リ ア
03

0000～

FFFF

0001～

0004
－

ビ ッ ト ク リ ア

指定データ
p.127

マスク ビ ッ ト

ラ イ ト
04

0000～

FFFF
－

マスク指定

データ

0000～FFFE

ラ イ ト データ p.128

演算ラ イ ト 05
0 ： 加算

1 ： 減算

0000～

FFFF

0001～

0004

演算値

0000～FFFF
演算結果 p.129

データ フ ィ ル 06
0 ： バイ ト

1 ： ワー ド

0000～

FFFF

0000

(全て)

0001～

0800

フ ィ ルデータ

0000～FFFF
－ p.130

データ チ ェ ッ ク 07

0 ： ト リ ガ

1 ： オー ト

0 ： 計算

1 ： 照合

0000～

FFFD

0003～

0800
－ － p.131

書き込み回数管理 08
0 ： 加算

1 ： 減算

0000～

FFFD
－

加算回数

0000～00FF
回数計算結果 p.132

コ ピー ※1 09 －

リー ド

ア ド レス

0000～

FFFF

0001～

0800

ラ イ ト

ア ド レス

0000～FFFF

－ p.133

エラー訂正付リー ド
0A

0 ： ト リ ガ

1 ： オー ト

2 ： リ ピー ト オー ト

3 ： FIFO ト リ ガ

4 ： FIFOリ ピー ト

5 ： マルチ ト リ ガ

6 ： マルチ リ ピー ト

データ格納順

0 ： 上位→下位

1 ： 下位→上位

0000～

FFFA

0001～

01FE
－ リー ド データ p.134

エラー訂正付ラ イ ト
0B

0000～

FFFA

0001～

01FE
－ ラ イ ト データ p.135

UIDリー ド 0C － － － リー ド データ p.136

ノ イズ測定 10 － － － － － 測定結果 p.137
69
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
処理指定の指定方法

 データ格納エ リ アの指定方法

・ コ マン ド およびオプシ ョ ンの指定に誤りがある場合は結果情報のコ マン ド異常((n+8)CHビ ッ ト 00)がON し、 コマン ドは実行さ

れません。

・ データ格納エ リ アの指定に誤りがある場合は結果情報のデータ格納エ リ ア指定異常((n+8)CHビ ッ ト 01)がON し、 コ マン ドは実

行されません。

コマン ド情報 処理指定の詳細

リー ド

ラ イ ト

ビ ッ ト セ ッ ト

ビ ッ ト ク リ ア

マスク ビ ッ ト ラ イ ト

エラー訂正付リー ド

エラー訂正付ラ イ ト

UIDリー ド

演算ラ イ ト

書き込み回数管理

0 ： 加算

1 ： 減算

データ フ ィ ル 0 ： バイ ト (下位8ビ ッ ト 分)

1 ： ワー ド

データ チ ェ ッ ク 0 ： 計算(書き込み)

1 ： 照合

CH番号 n+5 n+4

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～00 15～0

エ リ ア種別 指定可能な範囲 種別 バン ク指定 ア ド レス(上2桁) ア ド レス(下4桁)

DM D00000～D32767 0(Hex) 0固定 000000～032767(BCD)

CIO 0000CH～6143CH 1(Hex) 0固定 000000～006143(BCD)

WR W000～W511 2(Hex) 0固定 000000～000511(BCD)

HR H000～H511 3(Hex) 0固定 000000～000511(BCD)

AR A000～A959 4(Hex) 0固定 000000～000959(BCD)

EM 00000～32767 5(Hex) 0～C(Hex) 000000～032767(BCD)

TIM T0000～T4095 6(Hex) 0固定 000000～004095(BCD)

CNT C0000～C4095 7(Hex) 0固定 000000～004095(BCD)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
■ 入力
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第4章
CPUユニ ッ ト とのデータ交換
処理結果モニ タの表示一覧

通常モー ド

交信テス ト モー ド

距離レベル測定

形V680-H01を接続し た場合は、 交信テス ト 以外は使用できません。

交信テ

速度レベル測定(リー ド)

形V680-H01を接続し た場合は、 交信テス ト 以外は使用できません。

交信テ

速度レベル測定(ラ イ ト )

形V680-H01を接続し た場合は、 交信テス ト 以外は使用できません。

交信テ

CH番号 n+9

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～04 03～00

電源ON時 / 交信開始時 0 0 0 0

正常終了時 処理時間(1～9999×10ms) (Hex)、 ノ イズレベル(C0000～C099)

異常終了時 E 0 異常コー ド

CH番号 n+9

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～04 03～00

電源ON時 / 交信開始時 0 0 0 0

正常終了時 処理時間(1～9999×10ms) (Hex)

異常終了時 E 0 異常コー ド

CH番号 n+9

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～04 03～00

正常終了時 A 0 距離レベル測定結果(00～06)

異常終了時 E 0 異常コー ド

CH番号 n+9

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～04 03～00

電源ON時 / 交信開始時 0 0 0 0

正常終了時 B 0 速度レベル測定(リー ド)結果(EE、 01～06)

異常終了時 E 0 異常コー ド

CH番号 n+9

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～04 03～00

電源ON時 / 交信開始時 0 0 0 0

正常終了時 B 1 速度レベル測定(ラ イ ト )結果(EE、 01～06)

異常終了時 E 0 異常コー ド
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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CPUユニ ッ ト とのデータ交換
ノ イズレベル

形V680-H01を接続し た場合は、 交信テス ト 以外は使用できません。

交信テ

交信成功率測定(リー ド)

形V680-H01を接続し た場合は、 交信テス ト 以外は使用できません。

交信テ

異常コー ド一覧

CH番号 n+9

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～04 03～00

正常終了時 C 0 ノ イズレベル測定結果(00～99)

異常終了時 E 0 異常コー ド

CH番号 n+9

ビ ッ ト 15～12 11～08 07～04 03～00

正常終了時
C 1

交信成功率測定結果(EE、 01～99)

(100%時は"FF"と表示)

異常終了時 E 0 異常コー ド

エラー種別 異常コー ド エラー内容

RFタグとの交信エラー 7C アンテナ異常

71 ベ リ フ ァ イエラー

7A RFタグア ド レスエラー

70 RFタグ交信エラー

7D プロテク ト エラー

72 RFタグ不在エラー

79 IDシステムエラー 1

7E IDシステムエラー 2

7F IDシステムエラー 3

76 状態フ ラグ

77 エラー訂正フ ラグ

上位通信エラー 14 データ格納エ リ ア指定異常、 コ マン ド異常
73
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CPUユニ ッ ト とのデータ交換
MEMO
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
動作モー ド

IDセンサユニ ッ ト の動作モー ド には通常モー ド と テス ト モー ドがあ り ます。

各モー ド を切替える方法は、 以下の2種類あ り ます。

①ユニ ッ ト 前面のテス ト スイ ッ チ

②ソ フ ト スイ ッ チ

通常モー ド
高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アのコ マン ド実行指令(nCHビ ッ ト 0)の立ち上がり によ り、交信動作を行

います。 本モー ド ではすべてのコ マン ド を使用する こ とができます。 交信結果やユニ ッ ト の状態は、

動作表示LEDおよび高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アのユニ ッ ト 状態((n+7)CH)、 結果情報((n+8)CH)、

処理結果モニ タ((n+9)CH)で確認する こ とができます。

テス ト モー ド
実際の運用に応じ たテス ト を行 う モー ド です。 テス ト モー ド を使用する こ とによ り、 環境下交信性能

を容易に測定でき、 システムの設置 ・ 運用時の確認に役立ちます。

テス ト モー ド で、 以下の5つの動作を行えます。

形V680-H01を接続し た場合は、 交信テス ト 以外は使用できません。

交信テス ト 以外に設定し ても、 すべて交信テス ト モー ド で動作し ます。

・IDセンサユニ ッ ト はコマン ド実行中に交信テス ト モー ド に変更し た場合はそのコマン ド を実行完了し てから交信テス

ト モー ド に変更し ます。

・ IDセンサユニ ッ ト 異常時には動作モー ド に関わらず交信停止状態にな り ます。

・ 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アのCH番号は、 n=2000+10×号機No.から割り付けられます。

動作 内容

交信テス ト RFタグとの交信を実行し、 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結

果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。

2CHタ イプのIDセンサユニ ッ ト の場合は、 1CHと2CHが交互にこの状

態を繰返し ます。

距離レベル測定 アンテナとRFタグの設置距離が交信領域に対し て、 どの程度の距離

にあるかを計測し ます。 測定結果は、 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ

アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。 また、 アンプの動作表示

灯でも確認できます。

速度レベル測定(リー ド/ラ イ ト ) アンテナの交信領域を通過するRFタグの速度に応じ て連続し て交信

できる回数を計測し ます。 測定結果は、 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ

リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。 また、 アンプの動作表

示灯でも確認できます。

ノ イズレベル測定 設置された周囲環境のノ イズレベルを測定し ます。 測定結果は、 高機

能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。

交信成功率測定 RFタグとの交信を リ ト ラ イな し で100回実行し ます。 測定結果は、 高

機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ま

す。
RFID システム
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
■ テス ト モー ドの使い方

1. テス ト モー ドの動作を設定し ます。

データ メ モ リ(DM)に実行するテス ト モー ドの動作に以下の内容を設定し ます。

テス ト モー ドの動作の設定についての詳細は、 ｢テス ト 設定｣、 ｢RUN/TEST切換え操作設定｣を参照し て く だ さい。

p.95

2. テス ト スイ ッ チをONし ます。

データ メ モ リ(DM)エ リ アの設定条件にも とづきテス ト モー ドの動作を開始し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し た場合は、 本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始し ます。

"0001"に設定し た場合は、 CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始し ます。

テス ト モー ド に移行し た後、 テス ト 設定内容(m+50,m+51)を変更し ても、 テス ト 実行内容を変更する こ とはできません。

テス ト モー ド に移行する前にテス ト 設定内容(m+50,m+51)を設定し て く だ さい。

テス ト 動作モー ド ・ 交信テス ト

・ 距離レベル

・ 速度レベル(リー ド)

・ 速度レベル(ラ イ ト )

・ ノ イズレベル

・ 交信成功率

テス ト 実行アンテナ ・ 1ヘ ッ ド目

・ 2ヘ ッ ド目

テス ト 動作バイ ト 数 0000H～0800H(バイ ト )

RUN/TEST切換え操作設定 ・ 上位機器にて操作

・ SWにて操作
77
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
■ 交信テス ト
RF タグ との交信を実行し、 交信結果を高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ ((n+9)CH)に

出力し ます。 2CHタ イプのIDセンサユニ ッ ト の場合は、 1CHと2CHが交互にこの状態を繰返し ます。

交信テス ト はリ ー ドのみ確認し ています。 ラ イ ト での確認は行っていません。

あらかじめデータ メ モ リ(DM)エ リ ア(m+50)CH、 (m+51)CHに設定された内容で交信テス ト を実行し ます。

交信テス ト はアンテナのヘ ッ ド番号にかかわらず、 1CH、 2CHを交互に繰り返し ます。

1. RUN/TESTの切換え操作方法を設定し ます。

本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始する場合は、 データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し ます。

CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始する場合は、 "0001"に設定し ます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

2. テス ト モー ドの動作を設定し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+50)CHを"0000"に設定し、 (m+51)CHにテス ト 動作バイ ト 数を設定し ます。

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

3. テス ト スイ ッ チをONし ます。

データ メ モ リ(DM)エ リ アの設定条件にも とづきテス ト モー ドの動作を開始し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し た場合は、 本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始し ます。

"0001"に設定し た場合は、 CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始し ます。

4. RFタグ との交信を開始し ます。

RFタグとの交信を実行し、 交信結果を高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
■ 距離レベル測定
アンテナ ・ RFタグの取付け位置を容易に確認できます。

アンテナとRFタグの設置距離が交信領域に対し て、 どの程度の距離にあるかを計測し ます。 測定結果

は、 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。 また、 アンプの動作表

示灯でも確認できます。

距離レベルは、 周囲環境の影響によ り大き く 変化し ます。 設置位置の目安と し ていただき、 実際の設置環境において

通常モー ド でのテス ト も十分に実施し て く だ さい。

また、 距離レベル4以上の数値を示さ ない場合があ り ますが、 通常モー ド における性能に影響はな く 、 異常ではあ り ま

せん。

あらかじめデータ メ モ リ(DM)エ リ ア(m+50)CH、 (m+51)CHに設定された内容で距離レベルを測定し ます。

1. RUN/TESTの切換え操作方法を設定し ます。

本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始する場合は、 データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し ます。

CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始する場合は、 "0001"に設定し ます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

2. テス ト モー ドの動作を設定し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+50)CHを"A00X"に設定し、 (m+51)CHにテス ト 動作バイ ト 数を設定し ます。

※Xはアンテナのヘ ッ ド番号を指定し て く だ さい。 "1" ： 1ヘ ッ ド目、 "2" ： 2ヘ ッ ド目

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

3. テス ト スイ ッ チをONし ます。

データ メ モ リ(DM)エ リ アの設定条件にも とづき距離レベルを計測し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し た場合は、 本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始し ます。

"0001"に設定し た場合は、 CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始し ます。

4. 距離レベル測定を開始し ます。

距離レベルを計測し、 交信結果を高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。

測定結果はアンプの動作表示灯でも確認できます。
79
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



80

第
 5

 章
動

作
モ

ー
ド

第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
■ 速度レベル測定(リー ド/ラ イ ト )
RFタグの移動速度および使用可能なバイ ト 数を容易に確認できます。

アンテナの交信領域を通過するRFタグの速度に応じ て連続し て交信できる回数を計測し ます。 測定結

果は、 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。 また、 アンプの動作

表示灯でも確認できます。

速度レベル測定(ラ イ ト )は擬似的に行っていますので、 RFタグにデータの書き込みは行っていません。

あらかじめデータ メ モ リ(DM)エ リ ア(m+50)CH、 (m+51)CHに設定された内容で速度レベルを測定し ます。

1. RUN/TESTの切換え操作方法を設定し ます。

本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始する場合は、 データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し ます。

CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始する場合は、 "0001"に設定し ます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

2. テス ト モー ドの動作を設定し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+50)CHを"B00X"(リー ド)または、"B10X"(ラ イ ト )に設定し、(m+51)CHにテス ト 動作バイ ト 数を設定し ます。

※Xはアンテナのヘ ッ ド番号を指定し て く だ さい。 "1" ： 1ヘ ッ ド目、 "2" ： 2ヘ ッ ド目

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

3. テス ト スイ ッ チをONし ます。

データ メ モ リ(DM)エ リ アの設定条件にも とづき速度レベルを計測し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し た場合は、 本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始し ます。

"0001"に設定し た場合は、 CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始し ます。

4. 速度レベル測定を開始し ます。

速度レベルを計測し、 交信結果を高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。

測定結果はアンプの動作表示灯でも確認できます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
■ ノ イズレベル測定
空間ノ イズ、 ノ イズ源、 ノ イズ対策の効果を確認できます。

設置された周囲環境の ノ イズレベルを測定し ます。測定結果は、高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処

理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。

あらかじめデータ メ モ リ(DM)エ リ ア(m+50)CH、 (m+51)CHに設定された内容で ノ イズレベルを測定し ます。

1. RUN/TESTの切換え操作方法を設定し ます。

本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始する場合は、 データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し ます。

CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始する場合は、 "0001"に設定し ます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

2. テス ト モー ドの動作を設定し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+50)CHを"C00X"に設定し ます。

※Xはアンテナのヘ ッ ド番号を指定し て く だ さい。 "1" ： 1CH、 "2" ： 2CH

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

3. テス ト スイ ッ チをONし ます。

データ メ モ リ(DM)エ リ アの設定条件にも とづき ノ イズレベルを計測し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し た場合は、 本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始し ます。

"0001"に設定し た場合は、 CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始し ます。

4. ノ イズレベル測定を開始し ます。

ノ イズレベルを計測し、 交信結果を高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
■ 交信成功率測定
交信成功率を確認できます。

RFタグ との交信を100回実行し ます。 測定結果は、 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ

((n+9)CH)に出力し ます。

交信成功率はリ ー ド で測定し ています。

あらかじめデータ メ モ リ(DM)エ リ ア(m+50)CHに設定された内容で交信成功率を測定し ます。

1. RUN/TESTの切換え操作方法を設定し ます。

本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始する場合は、 データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し ます。

CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始する場合は、 "0001"に設定し ます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

2. テス ト モー ドの動作を設定し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+50)CHを"C10X"に設定し、 (m+51)CHにテス ト 動作バイ ト 数を設定し ます。

※Xはアンテナのヘ ッ ド番号を指定し て く だ さい。 "1" ： 1CH、 "2" ： 2CH

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

3. テス ト スイ ッ チをONし ます。

データ メ モ リ(DM)エ リ アの設定条件にも とづき交信成功率を計測し ます。

データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を"0000"に設定し た場合は、 本体前面のSWで、 テス ト モー ド を開始し ます。

"0001"に設定し た場合は、 CIO(チャネルIO)のビ ッ ト 15で開始し ます。

4. 交信成功率測定を開始し ます。

交信成功率を計測し、 交信結果を高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アの処理結果モニ タ((n+9)CH)に出力し ます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
交信指定機能

RFタグと交信時の実行シーケンスは下記の7種類があ り、 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アのコ マン ド中の交

信指定((n+1)CHビ ッ ト 04～07)で指定し ます。

※ 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。

名称 交信指定 説明

ト リ ガ 0 コマン ド実行指令の立ち上がり時点で交信領域内にあるRFタグと交信し て終了し ます。

オー ト
1

コマン ド実行指令の立ち上がり後、 交信領域でRFタグが検出されるのを待って交信し て

終了し ます。

リ ピー ト オー ト
2

オー ト 指定の動作を繰り返し実行し ます。 交信終了後も交信領域内に留まるRFタグとは

交信し ません。 実行打切り フ ラグのONで実行を打ち切り ます。

FIFO ト リ ガ ※

3

コマン ド受信時にRFタグと交信し、 レスポンスを返し ます。

交信終了後は、 RFタグの動作を禁止し ます。

RFタグと交信時、 交信領域内にある動作可能なRFタグは1枚と な り ます。 ト リ ガ指定の動

作を行い、 1度交信を行ったRFタグが交信領域内にある場合、 再度、 同じRFタグとは交信

し ません。

FIFOリ ピー ト  ※

4

コマン ド受信後、 アンテナの交信領域にRFタグが検出されるのを待って交信し、 レスポ

ンスを返し ます。

交信終了後はRFタグの動作を禁止し ます。

レスポンス送信終了後は再度RFタグの接近待ち状態と な り、 実行打切り フ ラグのONで実

行を打ち切り ます。

マルチ ト リ ガ ※

5

コマン ド受信後、 交信領域内にあるすべてのRFタグと交信し、 交信領域内のすべてのRF

タグと交信を し、 順次レスポンスを返し ます。 交信終了後は、 RFタグの動作を禁止し ま

す。 交信領域内のすべてのRFタグと交信を終了する とIDビジーをOFFし ます。

アンテナの交信領域内にRFタグがない場合はRFタグ不在エラーを返し ます。

マルチ リ ピー ト  ※

6

コマン ド受信後、 RFタグが接近するのを待って交信領域内にあるすべてのRFタグと交信

し、 順次レスポンスを返し ます。 交信終了後は、 RFタグの動作を禁止し ます。

レスポンス送信終了後は再度RFタグの接近待ち状態と な り、 実行打切り フ ラグのONで実

行を打ち切り ます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
ト リ ガ
ト リ ガ指定では高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アのコ マン ド実行指令(nCH ビ ッ ト 0)の立ち上がり によ

りRFタグとの交信を行い、 交信終了によ り コ マン ド実行を終了し ます。 コ マン ド実行指令の立ち上が

り時RFタグが交信領域内にないと、高機能I/Oユニ ッ ト リ レーの結果情報の不在エ ラー((n+8)CHのビ ッ

ト 10)がONし、 処理結果モニ タ((n+9)CH)に異常コー ド E072が格納されます。 センサ等によ りRFタ グの

存在を確認し て、 コ マン ド実行指令をON し て く だ さい。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
オー ト
オー ト 指定では、 RFタグの存在を自動検出し交信を行いますので、 ト リ ガ指定のよ う にRFタグの存在

検知は必要あ り ません。 RFタグとの交信終了後、 コ マン ド実行を終了し ます。 またRFタグ待ち状態を

実行打ち切り フ ラグ(nCHのビ ッ ト 02)ONで終了する こ とができます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
リ ピー ト オー ト
リ ピー ト オー ト 指定では、 RFタグの存在を自動検出し て交信を行いますので、 ト リ ガ指定のよ う にRF

タグの存在検知は必要あ り ません。 オー ト 指定と異な り、 RFタグと交信終了後、 次のRFタ グが来るま

で待機し ます。 一度交信し たRFタグは交信領域外へ移動するまで交信を行いません。 実行打ち切り フ

ラグ(nCHのビ ッ ト 02)ONで繰り返し処理を終了し ます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
FIFO ト リ ガ
FIFO ト リ ガの交信指定は、 コ マン ド の送信によ りRFタグと交信を1回実行し ます。

交信終了後、IDユニ ッ ト はレスポンスを送り ます。交信が終了し たRFタグは動作禁止状態と なるため、

1度交信領域から外れるまで動作を行いません。 IDユニ ッ ト はレスポンスを送信し た後、 コ マン ド 待ち

状態にな り ます。

コ マン ド 送信時にRFタグが交信領域内にない場合は、 不在エ ラーを返信し ます。

FIFO ト リ ガの交信指定では、 交信が終了し たRFタグが交信領域内にある場合でも、 次のRFタグと交信

する こ とができます。

(※処理中のアンテナ以外に対する コマン ド を受け付ける こ とは可能です。 )

再度、 交信領域内にある交信が終了したRF タグと交信し たい場合は、 高機能I/O リ レーエ リ アnCH(ビ ッ ト 02)の実行打

切り フ ラグをONし、 処理を打切らないと交信できません。

形V680-D2KF□□/-D□KF68、 形V680S-D2KF6□を使用し ている場合、 FIFO ト リ ガは、 データ メ モ リ(DM)の(m+0)CHの

設定内容にかかわらず、 交信速度標準モー ドの交信速度と な り ます。

FIFO ト リ ガ交信指定は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
FIFOリ ピー ト
FIFOリ ピー ト の交信指定は、 コ マン ドの送信後、 RFタグが交信領域内に入るのをIDユニ ッ ト が自動検

出し て交信を繰り返し実行し ます。 交信が終了し たRF タグは動作禁止状態と なるため、 1度交信領域

から外れるまで動作を行いません。 交信終了後、 IDユニ ッ ト はレスポンスを送り ます。 IDユニ ッ ト は

打ち切り フ ラグで処理を打ち切り、 コマン ド待ち状態と な り ます。

FIFOリ ピー ト の交信指定では、 交信が終了し たRFタグが交信領域内にある場合でも、 次のRFタグと交

信する こ とができます。

(※処理中のアンテナ以外に対する コマン ド を受け付ける こ とは可能です。 )

形V680-D2KF□□/-D□KF68、 形V680S-D2KF6□を使用し ている場合、 FIFOリ ピー ト は、 データ メ モ リ(DM)の(m+0)CH

の設定内容にかかわらず、 交信速度標準モー ドの交信速度と な り ます。

FIFOリ ピー ト 交信指定は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の機能
マルチ ト リ ガ
マルチ ト リ ガの交信指定は、 コマン ド送信によ り複数のRF タグとの交信を 1回実行し ます。 コ マン ド

送信時に交信領域内に存在するRFタグと交信終了後、 IDユニ ッ ト は順次レスポンスを送り ます。

データ格納エ リ アに格納された結果データは、 次のRFタグのデータが格納されるまでに別のエ リ アに

移動させて く だ さい。 IDユニ ッ ト は領域内のすべてのRF タグと交信後、 IDビジーをOFF し、 コ マン ド

待ち状態にな り ます。

(※処理中のアンテナ以外に対する コマン ド を受け付ける こ とは可能です。 )

形V680-D2KF□□/-D□KF68、 形V680S-D2KF6□を使用し ている場合、 マルチ ト リ ガは、 データ メ モ リ(DM)の(m+0)CH

の設定内容にかかわらず、 交信速度標準モー ドの交信速度と な り ます。

マルチ ト リ ガ交信指定は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
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マルチ リ ピー ト
マルチ リ ピー ト の交信指定は、 コ マン ド の送信によ り複数のRFタグが交信領域内に入るのを自動検出

し て交信を繰り返し実行し ます。 RFタグ との交信終了後、 IDユニ ッ ト は順次レスポンスを送り ます。

データ格納エ リ アに格納された結果データは、 次のRFタグのデータが格納されるまでに別のエ リ アに

移動させて く だ さい。 IDユニ ッ ト は各レスポンス送信後も、 RFタグが交信領域内に入るのを自動検出

し て交信を繰り返し実行し ます。 交信が終了し たRF タグは動作禁止状態と なるため、 1度交信領域か

ら外れるまで動作を行いません。 IDユニ ッ ト は打ち切り フ ラグで処理を打ち切り、 コ マン ド待ち状態

と な り ます。

(※処理中のアンテナ以外に対する コマン ド を受け付ける こ とは可能です。 )

形V680-D2KF□□/-D□KF68、形V680S-D2KF6□を使用し ている場合、マルチ リ ピー ト は、データ メ モ リ(DM)の(m+0)CH

の設定内容にかかわらず、 交信速度標準モー ドの交信速度と な り ます。

マルチ リ ピー ト 交信指定は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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IDセンサユニ ッ ト の機能
各種パラ メ ータ設定(DMエ リ ア)

コ ン ト ローラ では、 性能、 信頼性を最適化するためにユーザのシステムに合わせた以下の動作パラ メ ータ を

設定できます。

･システム設定

･オー ト 待ち時間設定

･ラ イ ト プロテ ク ト 設定

･接続アンテナ設定

･結果モニ タ出力設定

･テス ト 設定

･RUN/TEST切換え操作設定

通常は初期値で問題あ り ませんが、 この設定によ り システムの最適化を行う こ とができます。

システム設定

■ UID付加設定
リー ド コ マン ド のレスポンスにUIDを付加するかど うかを設定し ます。

データ受け渡し方法設定を 「イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用」 で使用する場合、 IORD命令サービス制御情報エ リ アのア ド レ

ス情報のD04～D07を“1”に設定し て く だ さい。 データの先頭4ワー ドがUIDデータ と な り ます。

■ テス ト モー ド移行設定
ユニ ッ ト 前面の交信テス ト モー ド スイ ッ チによる交信テス ト モー ド 切り替えの有効/無効を設定し ま

す。 交信テス ト モー ド スイ ッ チ無効に設定する こ と で、 誤っ て交信テス ト モー ド を切り替える こ と を

防ぐ こ とができます。

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m m+100 12-15
0 UID付加な し 0

(無)1 UID付加あ り

* UID付加あ り にし た場合、 リー ド レスポンスデータの先頭にUID(8バイ ト )を付加し ます。

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m m+100 08-11
0 交信テス ト モー ド スイ ッ チ有効 0

(有効)1 交信テス ト モー ド スイ ッ チ無効(常時通常モー ド)
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
■ ベ リ フ ァ イ有無設定
ラ イ ト 系処理時のベ リ フ ァ イ処理有無設定をする こ とができます。 ベ リ フ ァ イ処理無しに設定する こ

と で、 交信時間を短縮する こ とができます。

この設定が有効なのは、 コ マン ドのリー ド およびデータ チ ェ ッ ク (処理指定 ： 照合) を除 く 全てのコ マ

ン ド です。

■ 交信速度設定
ト リ ガ、 オー ト 、 リ ピー ト オー ト 使用時に交信速度を高速にする こ とが可能です。

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

周辺ツールでデータ メモリ(DM)の設定を行った後、必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/Oリスタート フラグをONして ください。データ

メモリ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリスタート フラグON時に、 高機能I/Oユニッ トに転送されます。

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m m+100 04-07
0 ラ イ ト 系処理時ベリ フ ァ イ処理を行います。 0

(有)1 ラ イ ト 系処理時ベリ フ ァ イ処理を行いません。

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m m+100 00-03
0 交信速度通常 0

(通常)1 交信速度高速
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の機能
オー ト 待ち時間設定
RFタグ との交信では、 RFタグ検出時に何らかの障害によ り正常レスポンスを行えない場合、 再度同じ

コ マン ド を送信する 「リ ト ラ イ」 を行っています。

オー ト 待ち時間を設定する こ とによ り、 RFタグ待ち状態でこの時間が経過するまで リ ト ラ イ処理を行

います。 オー ト 指定ではコ マン ド 実行指令の立ち上がり による コ マン ド実行開始時点、 リ ピー ト オー

ト 指定では交信終了時点がRFタグ待ち状態開始と な り ます。

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

ラ イ ト プロテ ク ト 設定
RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定を有効にするか無効にするかを設定し ます。

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m+1 m+101 00-15 0000～9999
0～9999×0.1s

0は無限(時間監視な し)

0

(無限)

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m+2 m+102 00-07

00 ラ イ ト プロテ ク ト 設定有効(形V680方式) 00

(形V680方式ラ イ ト

プロテ ク ト 設定有効)

01 ラ イ ト プロテ ク ト 設定無効

02 ラ イ ト プロテ ク ト 設定有効(形V600方式)
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IDセンサユニ ッ ト の機能
接続アンテナ設定
形V680-H01を接続するかど うかを設定し ます。

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

形V680-H01は1CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト とのみ接続可能です。

2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト ではご使用になれません。

結果モニ タ出力設定

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

周辺ツールでデータ メ モ リ (DM)の設定を行った後、 必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/O リ ス ター ト フ ラグを

ONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグON時に、 高機能I/O

ユニ ッ ト に転送されます。

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m+3 m+103 00-03
0 標準アンテナ接続 0

(標準)1 形V680-H01接続

DM番号

ビ ッ ト

番号
説明 初期値

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

m+4 m+104 00-03
0 交信時間 0

(交信時間)1 ノ イズレベル
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の機能
テス ト 設定
テス ト モー ド時の動作モー ド 、 実行アンテナ、 動作バイ ト 数を設定し ます。

・ DM番号はm＝D20000+100×号機No.が割り付けられます。

RUN/TEST切換え操作設定
RUN/TESTモー ドの切換えをテス ト スイ ッ チで行うか、 CIO(チャネルIO)の(N+0 ： ビ ッ ト 15)で行う かを

切換えます。

・ DM番号はm＝20000+100×号機No.が割り付けられます。

周辺ツールでデータ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定を行った後、必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/Oリ ス ター ト

フ ラグをONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の(m+80)CHの設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグ

ON時に、 高機能I/Oユニ ッ ト に転送されます。

タグ メ モ リ設定
耐熱RFID システム用ID コ ン ト ローラ形V680-CA1D/-CA2D と一緒に使用する場合、 RF タ グの メ モ リ

マ ッ プを合わせる こ とができます。

DM番号
ビ ッ ト

番号
種類 説明 設定値

m+50

08-15

テス ト 設定

1CH、 2CH共通

テス ト 動作モー ド

00 ： 交信テス ト

A0 ： 距離レベル

B0 ： 速度レベル(リー ド)

B1 ： 速度レベル(ラ イ ト )

C0 ： ノ イズレベル

C1 ： 交信成功率

00-07 テス ト 実行アンテナ
01 ： 1ヘ ッ ド目

02 ： 2ヘ ッ ド目

m+51 00-15 テス ト 動作バイ ト 数 0000H～0800H(バイ ト )

DM番号
ビ ッ ト

番号
種類 説明 設定値

m+80 00-03
RUN/TEST切換え操作設定

1CH、 2CH共通
RUN/TEST切換え操作設定

1 ： 上位機器にて操作

0 ： SWにて操作

DM番号
ビ ッ ト

番号
種類 説明 設定値

m+81 00-03
タグ メ モ リ設定

1CH、 2CH共通
タグ メ モ リ設定

1 ： CA1Dモー ド

0 ： 標準モー ド
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
データ受け渡し設定
リー ド / ラ イ ト /エ ラー訂正付リー ド /エ ラー訂正付ラ イ ト コ マン ド使用時のデータ受け渡し方法をサ

イ ク リ ッ クで行うか、 IORD/IOWR命令サービスで行うかを設定し ます。

上記以外のコ マン ドは設定値にかかわらず、サイ ク リ ッ ク でデータ受け渡しは行われます。サイ ク リ ッ

ク使用を設定時にIORD/IOWR命令サービスを発行する とデータ受け渡しは行われず、 エ ラーにな り ま

す。

・ DM番号はm＝20000+100×号機No.が割り付けられます。

周辺ツールでデータ メ モ リ(DM)の(m+90)CHの設定を行った後、必ずPLC本体の電源を再投入するか高機能I/Oリ ス ター ト

フ ラグをONし て く ださい。 データ メ モ リ(DM)の(m+90)CHの設定内容は、 電源ON時、 または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグ

ON時に、 高機能I/Oユニ ッ ト に転送されます。

DM番号
ビ ッ ト

番号
種類 説明 設定値

m+90 00-03
データ受け渡し設定

1CH、 2CH共通
データ受け渡し設定

0 ： サイ ク リ ッ ク使用

0 ： イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用
RFID システム
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RFタグのメ モ リ

IDセンサユニ ッ ト はメ モ リ アクセス空間と し てア ド レス0000Hex～FFFFHexの64Kバイ ト に対応し ています。RF

タグのメ モ リ容量によ り そのア クセス可能な空間は決ま り ます。

■ 形V680-D1KP□□の場合

■ 形V680-D2KF□□、 形V680S-D2KF□□の場合
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■ 形V680-D8KF□□の場合

■ 形V680-D32KF68の場合

■ 形V680S-D8KF□□の場合
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IDセンサユニ ッ ト の機能
ラ イ ト プロテ ク ト 機能

ラ イ ト プ ロテ ク ト 機能は、 RF タ グに保存された製品形式や機種などの大切なデー タ を不用意な書き込みに

よ っ て、 消失し ないよ う に設けられた保護機能です。 大切なデータ を書き込んだ後は、 以下の方法でラ イ ト

プロテ ク ト を されるよ う にお勧めし ます。

ラ イ ト プロテ ク ト の方式には形V680方式と形V600方式の2つがあ り、 データ メ モ リ (DM)の(m+2)CH(ラ イ ト プロテク ト 有無設定)

で切り替える こ とができます。 通常のご使用では形V680方式をお使い く だ さい。 形V600をご利用の設備を置き換えられる場合

は形V600方式を使う こ と で、 設備のプログラムを変更する こ と な く 、 現在お使いのRFタグ メ モ リ マ ッ プをそのまま利用できま

す。

形V680方式のラ イ ト プロテ ク ト 設定方法
ラ イ ト プロテ ク ト 範囲をRF タグのア ド レス0000Hex～0003Hexの4バイ ト に設定し ます。 ラ イ ト プロテ ク

ト を行う か行わないかは、 ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト で指定し ます。

RFタ グのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

･ラ イ ト プロテ ク ト 実行ビ ッ ト (ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト )

1 ： ラ イ ト プロテ ク ト する(有)

0 ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない(無)

･設定可能エ リ ア

開始ア ド レス ： 0000Hex～7FFFHex

終了ア ド レス ： 0000Hex～FFFFHex

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、 RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex)と それ以外の領域(ア

ド レス0004Hex以降)の2回に分けて書き込みを行って く だ さい。ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト が1のと きにRFタグのラ イ ト プロ

テ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex)を超える書き込みを行った場合、 ラ イ ト プロテ ク ト エラーと な り ます。

RF タグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex)は、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用し ない場合は、 ユーザメ モ リ

と し て使用できます。RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex)をユーザメ モ リ と し て使用する場合は、必

ず、 IDセンサユニ ッ ト のラ イ ト プロテク ト 設定を無効に設定し て く だ さい。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex 有効/無効 開始ア ド レスの上位2桁(00～7F)

0001Hex 開始ア ド レスの下位2桁(00～FF)

0002Hex 終了ア ド レスの上位2桁(00～FF)

0003Hex 終了ア ド レスの下位2桁(00～FF)
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
 RFタグのラ イ ト プロテ ク ト の設定例

開始ア ド レス < 終了アド レスに設定した場合

開始アド レスから終了アド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

開始ア ド レス = 終了ア ド レスに設定し た場合

設定したアド レス1バイ トのみの領域がライ ト プロテク ト されます。

終了ア ド レス > RFタグの最終ア ド レスに設定し た場合

開始アド レスから、 RFタグの最終ア ド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 1

0 1

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0000Hex

0015Hex

0120Hex

03E7Hex

ライトプロテクト

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0121Hex

03E7Hex

ライトプロテクト

0000Hex

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 1 1

8 3

0001Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0002Hex

0 0 0 0 0 0 1 1

0 3

0003Hex

1 1 1 1 1 1 1 1

F F

0000Hex

0300Hex

03E7Hex

ライトプロテクト
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の機能
開始アド レス > 終了ア ド レスに設定した場合

開始ア ド レスからRF タグの最終ア ド レスまでの領域と、 0004Hex～終了アド レスまでの領域がライ ト プロテ

ク ト されます。

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

形V680方式のラ イ ト プロテ ク ト 解除方法
ラ イ ト プロテ ク ト にて保護し ているデータの書換えを行いたい、 等で、 一時的にラ イ ト プロテ ク ト を

解除するには、 RFタグのメ モ リのア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト を“0”に設定し て く だ さい。

ラ イ ト プロテク ト機能使用上の注意点

ラ イ ト プロテ ク ト 機能は、本IDセンサユニ ッ ト の機能です。他社製リーダラ イ タ ではラ イ ト プロテ ク ト 機能は有効にな

り ません。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 1

8 1

0001Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0000Hex

0120Hex

03E7Hex

ライトプロテクト領域

0004Hex

0015Hex

ライトプロテクト領域

終了アドレス

開始アドレス
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
形V600方式のラ イ ト プロテ ク ト 設定方法
形V600シ リーズでは、 EEPROM(電池レス)タ イプデータキャ リ ア ： 形V600-D23P□□、 S-RAM(電池内

蔵)タ イプデータキャ リ アのそれぞれにラ イ ト プロテ ク ト 設定方法があ り ま し た。

形V680シ リーズのIDセンサユニ ッ ト において形V600 コ マン ド を使用される場合、IDセンサユニ ッ ト の

データ メ モ リの設定とRFタグのタ イプを選択する こ と で、 従来同様のラ イ ト プロテ ク ト 設定方法を使

用可能です。

- EEPROMタ イプ ： 形V680-D1KP□□使用の場合

形V600 EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式

- FRAMタ イプ ： 形V680-D2K/8K/32KF□□使用の場合

形V600 S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式

形V600 EEPROM タ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式と形V600 S-RAM タ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式は、 使用する RF タ グに

よ って本IDセンサユニ ッ ト が自動的に切り替えるため、 お客様での設定は不要です。

■ 形V600 EEPROMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式の場合

(V600ラ イ ト プロテク ト 方式を設定し、 形V680-D1KP□□を使用し ている場合)

RF タグのア ド レス0000Hex番地にラ イ ト プロテ ク ト 終了ア ド レスを書込むと、 ア ド レス0001Hex番地～(

終了ア ド レス)のエ リ アがラ イ ト プロテ ク ト されます。

ラ イ ト プロテ ク ト を行うか行わないかは、 ア ド レス0000Hex番地の最上位ビ ッ ト で指定し ます。

従ってア ド レス0080Hex～03E7Hexまでを終了ア ド レス と し て設定する こ とはできません。

終了ア ド レスを00Hex と設定する と ア ド レス0001Hex～03E7Hexまでがラ イ ト プロテ ク ト されます。

形V600 EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式のRFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

･ ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト の設定

1 ： ラ イ ト プロテ ク ト する（有効）

0 ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない（無効）

･ 終了ア ド レスの設定可能範囲

終了ア ド レス ： 00Hex、 01～7FHex

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、 RFタグのラ イ ト プロテク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex)と それ以外の領域（ア

ド レス0001Hex以降）の2回に分けて書き込みを行って く だ さい。 ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト が1のと きにRFタグのラ

イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex)を超える書き込みを行った場合、 ラ イ ト プロテ ク ト エラーと な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex 有効/無効 終了ア ド レス
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の機能
ラ イ ト プロテ ク ト 設定例

＜ア ド レス0001Hexから0012Hex番地までを ラ イ ト プロテ ク ト する場合＞

＜終了ア ド レスを“00Hex”に設定し た場合＞

ア ド レス0000Hex番地を除 く 領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

■ 形V600 S-RAMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式の場合

(V600ラ イ ト プロテク ト 方式を設定し、形V680-D2K/8K/32KF□□を使用している場合)

RFタグのア ド レス0002Hex～0005Hex番地に、 ラ イ ト プロテ ク ト の開始ア ド レス と終了ア ド レスを書込む

と、 開始ア ド レスから終了ア ド レスまでのエ リ アがラ イ ト プロテ ク ト されます。

ラ イ ト プロテ ク ト を行うか行わないかは、 ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト で指定し ます。

なお、 形V600 S-RAM タ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式では、 ID コ ン ト ローラのラ イ ト プロテ ク ト 設定が

有効のと き、 ア ド レス0000Hexと0001HexはRFタグ側ラ イ ト プロテ ク ト 機能の有効、 無効に関係な く 、 常

にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り ます。

V600 S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテク ト 方式のRFタグのラ イ ト プロテク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

･ ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト の設定

1 ： ラ イ ト プロテ ク ト する（有効）

0 ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない（無効）

･ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定可能範囲

開始ア ド レス ： 0006Hex～7FFFHex

終了ア ド レス ： 0006Hex～FFFFHex

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0002Hex～0005Hex)とそれ以外の

領域 （ア ド レス0006Hex以降）の2回に分けて書き込みを行って く だ さい。 ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト が1のと きにRF

タグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0002Hex～0005Hex)を超える書き込みを行った場合、 ラ イ ト プロテ ク ト エラー

と な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex

1 0 0 1 0 0 1 0

9 2

0000Hex

0012Hex

03E7Hex

ライトプロテクト

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0000Hex

03E7Hex

ライトプロテクト

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0002Hex 有効/無効 開始ア ド レスの上位2桁(00～7F)

0003Hex 開始ア ド レスの下位2桁(00～FF)

0004Hex 終了ア ド レスの上位2桁(00～FF)

0005Hex 終了ア ド レスの下位2桁(00～FF)
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
 RFタグのラ イ ト プロテ ク ト の設定例

開始ア ド レス < 終了アド レスに設定した場合

開始アド レスから終了アド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

開始ア ド レス = 終了ア ド レスに設定し た場合

設定したアド レス1バイ トのみの領域がライ ト プロテク ト されます。

終了ア ド レス > RFタグの最終ア ド レスに設定し た場合

開始アド レスから、 RFタグの最終ア ド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

・ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

・ ア ド レス0000Hexおよび0001Hexはラ イ ト プロテ ク ト 設定の有効/無効に関係な く 常にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り ま

す。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 1

0 1

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0000Hex

0015Hex

0120Hex

7FE7Hex

ライトプロテクト

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0121Hex

7FE7Hex

ライトプロテクト

0000Hex

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 1 1

8 3

0001Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0002Hex

0 0 0 0 0 0 1 1

F F

0003Hex

1 1 1 1 1 1 1 1

F F

0000Hex

0300Hex

7FE7Hex

ライトプロテクト
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の機能
開始アド レス > 終了ア ド レスに設定した場合

開始ア ド レスからRF タグの最終ア ド レスまでの領域と、 0006Hex～終了アド レスまでの領域がライ ト プロテ

ク ト されます。

・ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

・ ア ド レス0000Hexおよび0001Hexはラ イ ト プロテ ク ト 設定の有効/無効に関係な く 常にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り ま

す。

形V600方式のラ イ ト プロテ ク ト 解除方法
ラ イ ト プロテ ク ト にて保護し ているデータの書換えを行いたい、 等で、 一時的にラ イ ト プロテ ク ト を

解除するには、 RFタグの以下のメ モ リのア ド レスの最上位ビ ッ ト を“0”に設定し て く だ さい。

- 形V600EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式ア ド レス 0000Hex

- 形V600S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式ア ド レス 0002Hex

- 形V680ラ イ ト プロテ ク ト 方式ア ド レス 0000Hex

ラ イ ト プロテク ト機能使用上の注意点

ラ イ ト プロテ ク ト 機能は、本IDセンサユニ ッ ト の機能です。他社製リーダラ イ タ ではラ イ ト プロテ ク ト 機能は有効にな

り ません。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex

1 0 0 0 0 0 0 1

8 1

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0004Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0005Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0000Hex

0120Hex

7FE7Hex

ライトプロテクト領域

0006Hex

0015Hex

ライトプロテクト領域

終了アドレス

開始アドレス
105
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



106

第
 5

 章
R

F
タ

グ
の

寿
命

検
知

機
能

(E
E
P

R
O

M
タ

イ
プ

)

第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
RFタグの寿命検知機能(EEPROMタ イプ)

書き込み回数管理コ マン ド にて、 RFタグの書換え回数オーバーの判定を行う こ とができます。 書換寿命の検

出は、 書き込み回数管理コ マン ド にてRF タ グの書き込み回数(10万回または任意の回数)オーバーの判定によ

り行います。

書き込み回数管理には、 書き込み回数を加算し て既定の書換寿命10万回の書き込み回数オーバーを判定する

方法と、 ユーザが指定し た書換寿命から書き込み回数を減算し て書き込み回数オーバーを判定する方法があ

り ます。

■ 書換え回数管理1(書換寿命＝既定回数)
先頭ア ド レスから 3バイ ト が書き込み回数管理エ リ アにな り ま

す。 このエ リ アに書換え回数を加算し た値を書き込み、 この値

が10万回(0186A0Hex)以上の場合は、 書き込み回数オーバーと な

り結果情報の状態フ ラグ((n+8)CHの04ビ ッ ト )がONし ます。管理

エ リ アのデータが既に10万回を超えている場合には、 管理エ リ

アの値は更新されません。

･使用方法

最も頻繁にデー タ を書き換えるア ド レスのデータ を書き込んだ後に、書き込み回数を更新する こ と に

よ り書換寿命を確認する こ とができます。 (EEPROM タ イ プRF タ グの書換寿命は各ブロ ッ ク(8バイ ト )

単位で10万回と な っ ているため、最も頻繁にデー タ を書き換えるア ド レスの書き込み回数を カウン ト

する必要があ り ます)。 書き込み回数を更新せずに回数確認のみを行 う こ と も できます。
RFID システム
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第5章

IDセンサユニ ッ ト の機能
使用例

ア ド レス0010Hexから3バイ ト を書き込み回数管理エ リ ア とする場合

1) 管理エ リ アを ラ イ ト コ マン ド を実行し てク リ ア し ます。

2) 書き込み回数4回と し て、 書き込み回数管理コ マン ド を加算指定で実行し ます。

3) 次に書き込み回数5回と し て、 書き込み回数管理コ マン ド を加算指定で実行し ます。

4) 書き込み累積回数が10万回と なった状態です。

書き込み回数5回と し て、書き込み回数管理コ マン ド を加算指定で実行する と結果情報の状態フ ラグ

((n+8)CHの04ビ ッ ト )がONし ます。

1つのRFタグに対し て書き込み回数管理コマン ドは、 加算指定または減算指定のいずれか一方のみご使用 く だ さい。 寿命管理が

できな く な り ます。
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
■ 書き換え回数管理2(書換寿命＝任意の回数)
先頭ア ド レスから 3バイ ト が書き込み回数管理エ リ アにな り ま

す。 このエ リ アに書換え回数を減算し た値を書き込み、 この値

が0 よ り小さ い場合は、 書き込み回数オーバー と な り結果情報

の状態フ ラグ((n+8)CHの04ビ ッ ト )がONし ます。し たがっ て書込

み回数を管理するためにはあ らか じ め管理エ リ アに書込み寿

命回数を入れる必要があ り ます。 1670万回までの任意の書込み

回数に対応できますが、 EEPROM タ イプ RF タグの書込み寿命回

数仕様は25℃以下では10万回(0186A0Hex)ですので、それ以下の値に

設定して く ださい。 管理エ リ アのデータが既に0回になっ ている

場合には、 管理エ リ アの値は更新されません。

･使用方法

あらかじめRFタグの書き込み回数管理エ リ アに、 任意の書換寿命を ラ イ ト コ マン ド を使用し て書き込

んでおきます。

最も頻繁にデータ を書き込むア ド レスにデータ を書き込んだ後、 書き込み回数を更新する こ とによ り

書換寿命を確認する こ とができ ます(書換寿命は各ブロ ッ ク (8バイ ト )単位でRF タ グの仕様によ り決

ま っ ているため、 最も頻繁にデータ を書き込むア ド レスの書き込み回数を カウン ト する必要があ り ま

す)。 書き込み回数を更新せずに寿命の確認のみを行 う こ と も できます。
RFID システム
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第5章

IDセンサユニ ッ ト の機能
使用例

ア ド レス0010Hexから3バイ ト を書き込み回数管理エ リ ア とする場合

1) 管理エ リ アに書換寿命10万回を、 ラ イ ト コ マン ド を実行し て書き込んでおきます。

2) 書き込み回数5回と し て、 書き込み管理コ マン ド を減算指定で実行し ます。

3) 累積回数が10万回と なった状態です。

書き込み回数5回と し て、書き込み回数管理コ マン ド を減算指定で実行する と結果情報の状態フ ラグ

((n+8)CHの04ビ ッ ト )がONし ます。

1つのRFタグに対し て書き込み回数管理コマン ドは、 加算指定または減算指定のいずれか一方のみご使用 く だ さい。 寿命管理が

できな く な り ます。
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能

メ モ リ チ ェ ッ ク コ マン ド にて、 RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク を行う こ とができます。

ユーザが指定するチ ェ ッ ク ブロ ッ ク単位で、 CRC(Cyclic Redundancy Check)コー ド の計算と書込み、および照

合を行います。 CRCコー ドは、 生成多項式X16＋X12＋X5＋1によ り計算されます。

メ モ リ チ ェ ッ クは、 デー タ チ ェ ッ ク コ マン ド の処理指定によ り チ ェ ッ ク

コー ド を書き込む計算処理と チ ェ ッ ク コー ド を照合する照合処理を使用

し て行います。

先頭ア ド レス とバイ ト 数で指定し たチ ェ ッ ク ブロ ッ クにおいて、 ブロ ッ

クの最後の2バイ ト を除 く エ リ アが計算対象エ リ ア、 最後の2バイ ト が

チ ェ ッ ク コー ド エ リ ア と な り ます。

チ ェ ッ ク コー ド の書き込みを行 う 指定でデータ チ ェ ッ ク コ マン ド を実行

し た場合、計算対象エ リ アのデータのCRCコー ド を計算し、チ ェ ッ ク コー

ド エ リ アに書き込みます。

データの照合を行う指定でデータ チ ェ ッ ク を実行した場合、 計算対象エ リ アのデータのCRC コー ド を計算し、

チ ェ ッ ク コー ド エ リ アのデータ と比較し ます。 これらが一致する場合には、 ユニ ッ ト 状態の正常完了フ ラグ

((n+7)CHの01ビ ッ ト )がONし ます。 一致し ない場合には、 ユニ ッ ト 状態の異常完了フ ラグ((n+7)CHの02ビ ッ ト )

がON、 ワーニングと し て結果情報の状態フ ラグ((n+8)CHの04ビ ッ ト )がONし ます。

･使用方法

デー タの書き込み後にデー タ チ ェ ッ ク コ マン ド の計算処理指定でチ ェ ッ ク コー ド の計算と書き込みを行い、

読み出しの前にデータ チ ェ ッ ク コ マン ド の照合処理指定でチ ェ ッ ク コー ド を照合する よ う に し て く だ さ い。

非ア クセス中のRFタグ内部のデータ破壊を事前に検知する こ とができます。
RFID システム
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第5章

IDセンサユニ ッ ト の機能
使用例

ア ド レス0010Hex～0012Hexのデータのチ ェ ッ ク を行う 場合

1) 当初、 下記の様なデータが入っている と し ます。

2) ア ド レス0010Hexから5バイ ト 分、 データ チ ェ ッ ク(計算)を実行し ます。 ア ド レス0013Hex～0014Hex

にデータ“123456”から計算し たCRCコー ド5CD6Hexが書き込まれます。

3) ア ド レス0010Hexから5バイ ト 分、データ チ ェ ッ ク(照合)を実行し ます。正常ならばユニ ッ ト 状態の正

常完了フ ラグ((n+7)CHの01ビ ッ ト )がONし ます。

データが異なる場合は、 ユニ ッ ト 状態の異常完了フ ラグ((n+7)CHの02ビ ッ ト )がONし ます。
111
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
RFタグのメ モ リ エラー訂正機能

エラー訂正付ラ イ ト でRF タグ メ モ リ チ ェ ッ クおよびエ ラー訂正コー ド 5バイ ト を ラ イ ト データの後に続けて

書込みます。 エ ラー訂正付リー ド にて、 メ モ リ チ ェ ッ クおよび1ビ ッ ト のエ ラー訂正を行います。

1ビ ッ ト のメ モ リ エ ラーを訂正し た場合、 結果情報

のエラー訂正フ ラグ((n+8)CHの3ビ ッ ト )がONし、 1

ビ ッ ト の メ モ リ エ ラーがあっ た こ と を知らせ、 エ

ラー訂正後の正常データ を返し ます。

2ビ ッ ト 以上のメ モ リ エ ラーを検知し た場合、 結果

情報の状態フ ラグ((n+8)CHの4 ビ ッ ト )にて訂正不

可能な メ モ リ エ ラーがあっ た こ と を知らせ、 リ ー

ド データは返し ません。

■ メ モ リ エラー訂正機能ご使用例
ア ド レス0010Hex番地から0015Hex番地のデータ チ ェ ッ ク を行う場合

①エ ラー訂正付ラ イ ト を実行し ます。
RFID システム
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第5章
IDセンサユニ ッ ト の機能
②ア ド レス0010Hex～0015Hex番地にラ イ ト データ、 0016Hex～001AHex番地に メ モ リ チ ェ ッ ク コー ド およ

びエ ラー訂正コー ド 5バイ ト を書込みます。

③エ ラー訂正付リー ド を実行し ます。

●リードデータが正常な場合

ユニッ ト状態の正常完了フラグ((n+7)CHの1ビ ッ ト )

がONします。

●1ビ ッ ト のメ モ リ エ ラーを訂正し た場合

ユニッ ト状態の異常完了フラグ((n+7)CHの2ビ ッ ト )

がON、ワーニングと して結果情報のエラー訂正フ

ラグ((n+8)CHの3ビ ッ ト )がONし ます。

●2ビ ッ ト 以上のメ モ リ エラーを検知し た場合

ユニッ ト状態の異常完了フラグ((n+7)CHの2ビ ッ ト )

がON、 結果情報の状態フ ラグ((n+8)CHの4ビ ッ ト

)がONし ます。
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IDセンサユニ ッ ト の機能
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第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
IDセンサユニ ッ ト の動作

IDセンサユニ ッ ト を動作させるにはCS/CJシ リーズCPUユニ ッ ト 側のユーザプログラムが必要です。

IDセンサユニ ッ ト はCS/CJシ リーズCPUユニ ッ ト の高機能I/Oユニ ッ ト リ レーに設定し たデータによ り、 アン

テナを介し てRFタグとの交信を行います。

動作の概要

・ IDセンサユニ ッ ト がコマン ド を実行中にCPUユニ ッ ト がプログラムモー ド と なった場合は、 IDセンサユニ ッ ト はそのコマン ド

を実行完了し ます。

・ IDセンサユニ ッ ト 異常時には動作モー ド に関わらず交信停止状態にな り ます。

・ 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アのCH番号は、 n=2000+10×号機No.から割り付けられます。
RFID システム
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第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
リー ド系コマン ド ( リー ド /エラー訂正付リー ド /UID リー ド ： サイ ク

リ ッ ク使用時)

1) ユーザプログラムで、 RFタグのデータ読出しに関し て、 処理ア ド レス、 処理バイ ト 数、 データ格納

エ リ ア、 等の内容を、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アに設定し て く だ さい。

2) ユーザプログラムで、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アのコ マン ド 実行指令(nCHビ ッ ト 00)をOFF

→ONにし て く だ さい。

3) 本ユニ ッ ト は、 コ マン ド実行指令(nCHビ ッ ト 00)のONを確認する と、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)を

ON し ます。

4) 本ユニ ッ ト は、 RFタグのデータ読み出し完了し、結果情報((n+8)CH) 、 処理結果モニ タ情報((n+9)CH)

を高機能I/O リ レ ーエ リ ア に、 RF タ グの読出 し デー タ を デー タ 格納エ リ ア に転送後、 ID ビ ジー

((n+7)CH ビ ッ ト 00)をOFFし、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト 01)を1スキャ ンの間、 ONし ます。

5) ユーザプログラムで、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト 01)のONによ り、 結果情報((n+8)CH) 、 処理結

果モニ タ情報((n+9)CH) 、 データ格納エ リ アの読み出しデータ を使用し て く だ さい。

なお、 結果情報((n+8)CH)はエ ラーリ セ ッ ト フ ラグ(nCHビ ッ ト 01)がON と なるか、 次の交信指示を受

けるまで保持し ます。

データ格納エ リ アへは、 160バイ ト /スキャ ンでデータ転送を行います。
RFID システム
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第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
リー ド系コマン ド ( リー ド /エラー訂正付リー ド ： イ ンテ リ ジ ェ ン ト

IO使用時)

1) ユーザープログラムで、 RFタグのデータ読出しに関し て、 処理ア ド レス、 処理バイ ト 数、 データ格

納エ リ ア、 等の内容を、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アに設定し て く だ さい。

2) ユーザプログラムで、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アのコ マン ド 実行指令(nCHビ ッ ト 00)をOFF

→ONにし て く だ さい。

3) 本ユニ ッ ト は、 コ マン ド実行指令(nCHビ ッ ト 00)のONを確認する と、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)を

ON し ます。

4) 本ユニ ッ ト は、 RFタ グのデータ読み出し完了し、結果情報((n+8)CH) 、処理結果モニ タ情報((n+8)CH)

を高機能I/Oリ レーエ リ アに転送後、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)をOFFし、 正常完了フ ラグ((n+7)CH

ビ ッ ト 01)を1スキャ ンの間、 ONし ます。

5) ユーザプログラムで、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト 01)のONによ り、 IORD命令を用いて、 読み出

しデータ をデータ格納エ リ アへ転送し て く だ さい。 その後、 結果情報((n+8)CH) 、 処理結果モニ タ情

報((n+8)CH) 、 読出しデータ を使用し て く だ さい。

なお、 結果情報((n+8)CH)はエ ラーリ セ ッ ト フ ラグ(nCHビ ッ ト 01)がON と なるか、 次の交信指示を受

けるまで保持し ます。

IORD命令を用いる こ と で、 1スキャ ンで最大2,048バイ ト のデータの転送が可能と な り ます。
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の制御
ライト系コマンド(ライト /ビットセット /ビットクリア /マスクビッ

トライト /演算ライト /データフィル /データチェック /書き込み回数

管理/エラー訂正付ライト：サイクリック使用時)

1) ユーザプログラムで、 データ格納エ リ アにラ イ ト データ を設定し て く だ さい。

2) ユーザプログラムで、 RFタグへのデータ書込みしに関し て、 処理ア ド レス、 処理バイ ト 数、 データ

格納エ リ ア、 等の内容を、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アに設定し て く だ さい。

3) ユーザプログラムで、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アのコ マン ド 実行指令(nCHビ ッ ト 00)をOFF

→ONにし て く だ さい。

4) 本ユニ ッ ト は、 コ マン ド実行指令(nCHビ ッ ト 00)のONを確認する と、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)を

ON し ます。

5) 本ユニ ッ ト は、 データ格納エ リ アの書込みデータ を本ユニ ッ ト 内に転送後、 RFタグへのデータ書込

みを行います。

6) 本ユニ ッ ト は、 RFタ グへのデータ書込み完了後、結果情報((n+8)CH) 、処理結果モニ タ情報((n+9)CH)

を高機能I/Oリ レーエ リ アに、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)をOFFし、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト

01)を1スキャ ンの間、 ONし ます。

結果情報((n+8)CH)はエ ラー リ セ ッ ト フ ラグ(nCHビ ッ ト 01)がON と なるか、 次の交信指示を受けるまで

保持し ます。

データ格納エ リ アへは、 160バイ ト /スキャ ンでデータ転送を行います。
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ラ イ ト 系コマン ド ( ラ イ ト /エラー訂正付ラ イ ト ： イ ンテ リ ジ ェ ン ト

IO使用時)

1) ユーザプログラムで、 データ格納エ リ アにラ イ ト データ を設定し て く だ さい。

2) ユーザプログラムで、 RFタグへのデータ書込みしに関し て、 処理ア ド レス、 処理バイ ト 数、 データ

格納エ リ ア、 等の内容を、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アに設定し て く だ さい。

3) ユーザプログラムで、 IOWR命令を用いて、 データ格納エ リ アの書込みデータ を本ユニ ッ ト 内に転送

し て く だ さい。

4) ユーザプログラムで、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アのコ マン ド 実行指令(nCHビ ッ ト 00)をOFF

→ONにし て く だ さい。

5) 本ユニ ッ ト は、 コ マン ド実行指令(nCHビ ッ ト 00)のONを確認する と、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)を

ON し ます。

6) 本ユニ ッ ト は、 RFタ グへのデータ書込み完了後、結果情報((n+8)CH) 、処理結果モニ タ情報((n+9)CH)

を高機能I/Oリ レーエ リ アに、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)をOFFし、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト

01)を1スキャ ンの間、 ONし ます。

結果情報((n+8)CH)はエ ラー リ セ ッ ト フ ラグ(nCHビ ッ ト 01)がON と なるか、 次の交信指示を受けるまで

保持し ます。

IOWR命令を用いる こ と で、 1スキャ ンで最大2,048バイ ト のデータの転送が可能と な り ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
コ ピーコマン ド(コ ピー )
アンテナ(ヘ ッ ド番号1)側のRFタグAの内容をアンテナ(ヘ ッ ド番号2)側のRFタグBに書き込む例を示し

ます。

1) )ユーザプログラムで、 RFタグのデータ コ ピーに関し て、 処理ア ド レス、 処理バイ ト 数、 データ格納

エ リ ア、 等の内容を、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アに設定し て く だ さい。

2) ユーザプログラムで、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アのコ マン ド 実行指令(nCHビ ッ ト 00)をOFF

→ONにし て く だ さい。

3) 本ユニ ッ ト は、 コ マン ド実行指令(nCHビ ッ ト 00)のONを確認する と、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)を

ON し ます。

4) 本ユニ ッ ト は、 RFタグAからデータ読み出し を行い、読出し たデータ をRFタグBへ書き込みを行いま

す。

5) 本ユニ ッ ト は、 RFタ グへのデータ書込み完了後、結果情報((n+8)CH) 、処理結果モニ タ情報((n+9)CH)

を高機能I/Oリ レーエ リ アに、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)をOFFし、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト

01)を1スキャ ンの間、 ONし ます。

結果情報((n+8)CH)はエ ラー リ セ ッ ト フ ラグ(nCHビ ッ ト 01)がON と なるか、 次の交信指示を受けるまで

保持し ます。
RFID システム
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第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
ノ イズ測定コマン ド

1) ユーザプログラムで、 ノ イズ測定結果の格納エ リ ア、 等の内容を、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ

アに設定し て く だ さい。

2) ユーザプログラムで、 高機能I/Oユニ ッ ト のリ レーエ リ アのコ マン ド 実行指令(nCHビ ッ ト 00)をOFF

→ONにし て く だ さい。

3) 本ユニ ッ ト は、 コ マン ド実行指令(nCHビ ッ ト 00)のONを確認する と、 IDビジー ((n+7)CH ビ ッ ト 00)を

ON し ます。

4) 本ユニ ッ ト は、 アンテナ周囲のノ イズを測定し、 結果情報((n+8)CH) 、 処理結果モニタ情報((n+9)CH)を

高機能I/Oリ レーエ リ アに、 ノ イズ測定結果をデータ格納エ リ アに転送後、 IDビジー((n+7)CH ビ ッ ト 00)

をOFFし、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト 01)を1スキャ ンの間、 ONし ます。

5) ユーザプログラムで、 正常完了フ ラグ((n+7)CHビ ッ ト 01)のONによ り、 結果情報((n+8)CH) 、 処理結

果モニ タ情報((n+9)CH) 、 データ格納エ リ アのノ イズ測定結果を使用し て く だ さい
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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IDセンサユニ ッ ト の制御
交信コ マン ド

コマン ドの種類

・ データ フ ィ ルはラ イ ト プロテ ク ト の設定/解除に関係な く 、 RFタグのユーザエ リ アを ラ イ ト し ます。

・ コマン ド およびオプシ ョ ンの指定に誤りがある場合は結果情報のコマン ド異常((n+8)CHビ ッ ト 00)がON し、 コマン ド

は実行されません。

コマン ド名称
コマン ド

コー ド
機能

リー ド 00 RFタグのメ モ リのデータ を読み出し ます。

ラ イ ト 01 RFタグのメ モ リ にデータ を書き込みます。

ビ ッ ト セ ッ ト 02 RFタグの指定し たエ リ アの指定ビ ッ ト をセ ッ ト し ます。

ビ ッ ト ク リ ア 03 RFタグの指定し たエ リ アの指定ビ ッ ト を ク リ ア し ます。

マスク ビ ッ ト ラ イ ト 04 RFタグの指定し たエ リ アのデータ を指定データ でマスク し、 マスク されていないビ ッ ト

にデータ を書き込みます。

演算ラ イ ト 05 RFタグに メ モ リデータ と指定データ との計算結果を書き込みます。

データ フ ィ ル 06 RFタグのメ モ リの指定エ リ アを指定データ で書き込みます。

データ チ ェ ッ ク 07 RFタグのメ モ リのチ ェ ッ ク コー ド を計算/照合し ます。

書換え寿命管理 08 RFタグの書き換え寿命を管理し ます。

コ ピー 09 2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト 専用コマン ド です。 一方のアンテナでRFタグのメ モ リから読

み出し たデータ を他方のアンテナの領域内にあるRFタグのメ モ リ に書き込みます。

エラー訂正付リー ド 0A RFタグのメ モ リのデータ を読み出し ます。

チ ェ ッ ク コー ド によるデータ信頼性検査を併せて実施し ます。

エラー訂正付ラ イ ト 0B RFタグのメ モ リ にデータ を書き込みます。

データの信頼性検査用のチ ェ ッ ク コー ド を併せて書き込みます。

UIDリー ド 0C RFタグのIDコー ド を読み出し ます。

ノ イズ測定 10 ノ イズを計測し、 計測結果と し て ノ イズレベルを返信し ます。
RFID システム
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IDセンサユニ ッ ト の制御
コマン ドの説明

■ リー ド
RFタグから先頭ア ド レス とバイ ト 数で指定し たエ リ アのデータ を読み出し ます。

1回の実行で読み出せるデータ量は最大2048バイ ト ＝1024CH分です。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 00(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

リー ド データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの読み出し先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの読み出しバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

リー ド データ格納先を指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ ラ イ ト
指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数のデータ をRFタグへ書き込みます。

1回の実行で書き込み可能なデータ量は最大2048バイ ト ＝1024CH分です。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 01(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

ラ イ ト データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの書き込みバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

ラ イ ト データ格納エ リ アを指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
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■ ビ ッ ト セ ッ ト
指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数のデータ を読み出し、指定ビ ッ ト のデータ を"1"にし ます。指

定データは、 "1"にし たいビ ッ ト をONし た16進数データ を指定し ます。

1回の実行で指定可能なデータ量は最大4バイ ト ＝2CH分です。

例)2バイ ト のデータ で1バイ ト 目のビ ッ ト 0、 2バイ ト 目のビ ッ ト 5をセ ッ ト し たい場合、 0120(Hex)を指

定し ます。

・ 指定データ中のOFFし ているビ ッ ト はデータ を保持し ます。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 02(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

指定データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの書き込みバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0004Hex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

指定データ格納エ リ アを指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ ビ ッ ト ク リ ア
指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数のデータ を読み出し、指定ビ ッ ト のデータ を"0"にし ます。指

定データは、 "0"にし たいビ ッ ト をONし た16進数データ を指定し ます。

1回の実行で指定可能なデータ量は最大4バイ ト ＝2CH分です。

例)3バイ ト のデータ で1バイ ト 目のビ ッ ト 4、 2バイ ト 目のビ ッ ト 0、 3バイ ト 目のビ ッ ト 6を ク リ ア し た

い場合、 100140(Hex)を指定し ます。

・ 指定データ中のOFFし ているビ ッ ト はデータ を保持し ます。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 03(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

指定データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの書き込みバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0004Hex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

指定データ格納エ リ アを指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 127



128

第
 6

 章
交

信
コ

マ
ン

ド

第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
■ マスク ビ ッ ト ラ イ ト
指定し た先頭ア ド レスから 2バイ ト デー タ を読み出し て指定デー タ でマス ク し、 マス ク されていない

ビ ッ ト にデータ を書き込みます。 指定データ と し て、 マス ク し たいビ ッ ト をONし た16進数データ を指

定し ます。 1回の実行で実行されるデータ量は2バイ ト ＝1CH分(固定)です。

・ コ マン ド オプシ ョ ンで設定し たマスクデータ中ONし ているビ ッ ト については元のデータ を保持し ます。OFFし ている

ビ ッ ト はデータ格納エ リ アのラ イ ト データ を書込みます。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

・ マスクデータは、 処理指定にかかわらず、 上位→下位と な り ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 04(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

ラ イ ト データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFEHex

n+3 n+13 15-00 処理バイ ト 数 0000Hex固定

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

ラ イ ト データ格納エ リ アを指定し ま

す。

p.70n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン マスクデータ(0000～FFFE(Hex))
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 演算ラ イ ト
指定した先頭ア ド レスから指定バイ ト データ を読み出して指定データ と演算し、 データ を書き込みます。

演算結果はデータ格納エ リ アに格納されます。

1回の実行で実行されるデータ量は最大4バイ ト ＝2CH分です。

・加算結果がオーバーフ ローまたは減算でアンダーフ ローが発生し た場合、処理結果の状態フ ラグ((n+8)CHビ ッ ト 04)が

ONし、 演算前のデータが保持されます。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 05(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

演算方法を指定し ます。

0 加算

1 減算

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの書き込みバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0004Hex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

演算結果格納先エ リ アを指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 演算データ
RFID システム
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■ データ フ ィ ル
指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数分のフ ィ ルデータ をRFタ グへ書き込みます。

1回の実行で書き込み可能なデータ量は最大2048バイ ト ＝1024CH 分も し く は、 指定された先頭ア ド レ

ス以降の全てのエ リ アです。

・ 処理バイ ト 数0000(Hex)の場合には、 指定された先頭ア ド レスから RF タグの最終ア ド レスまでのユーザエ リ アにデー

タの書き込みを行います。

・ ラ イ ト プロテ ク ト の設定/解除に関係な く 、 RFタグのユーザエ リ アを ラ イ ト し ます。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)が返信されます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 06(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

フ ィ ルデータのサイズを指定し ます。

0
バイ ト (コ マン ド オプシ ョ ンの下位

8ビ ッ ト )

1 ワー ド

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの書き込みバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0000Hex、 0001Hex～0800Hex

0000Hexの場合は、 RFタグの最終ア ド レ

スまでフ ィ ルデータ を書込みます。

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

0000Hex固定

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別 0000Hex固定

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16
15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン

フ ィ ルデータ

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ データ チ ェ ッ ク
指定し た先頭ア ド レスから(指定バイ ト 数-2バイ ト )分のエ リ アデータのCRCを求め、 2バイ ト データ を

書き込みます。

1回の実行でチ ェ ッ ク指定可能なバイ ト 数範囲は3～2048バイ ト です。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・ チ ェ ッ クエ リ アの最後の2バイ ト はチ ェ ッ ク コー ド エ リ ア と し て使用し ますので、 空白(ユーザデータ を書き込まない)

にし ておいて く だ さい。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)が返信されます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 07(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

03-00
処理指定

p.70

処理内容を指定し ます。

0 CRC計算

1 CRC照合

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグのデータ チ ェ ッ ク先頭ア ド レス

を指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFDHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグのデータ チ ェ ッ ク範囲のバイ ト

数+2バイ ト を指定し ます。

指定可能範囲 ： 0003Hex～0800Hex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

0000Hex固定

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別 0000Hex固定

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
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■ 書き換え回数管理
指定し た先頭ア ド レスから3バイ ト を書き換え回数管理エ リ ア と し てRFタグへ書き込みます。

1回の実行で更新可能な書き換え回数は0～255回です。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)が返信されます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 08(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

03-00
処理指定

p.70

回数更新方法を指定し ます。

0 加算

1 減算

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き換え回数管理エ リ ア先頭

ア ド レスを指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFDHex

n+3 n+13 15-00 処理バイ ト 数 0000Hex固定

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

回数更新結果格納先エ リ アを指定し ま

す。

p.70n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16
15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン

書き換え回数

指定可能範囲 ： 0000Hex～00FFHex
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ コ ピー (2CHタ イ プIDセンサユニ ッ ト のみ指定可能)
2CH タ イ プ ID センサユニ ッ ト 専用コ マン ド です。 一方のアンテナでRF タ グの メ モ リから読み出し た

データ を他方のアンテナの交信領域内にあるRFタグのメ モ リ に書き込みます。

RFタグへの書き込み時は、 常に ト リ ガで書き込みます。

・ アンテナ(ヘ ッ ド番号1)のユニ ッ ト 制御のコマン ド実行指令をON し た場合、 アンテナ(ヘ ッ ド番号1)側のRF タグから

リー ド し た情報をアンテナ(ヘ ッ ド番号2)側のRFタグに書き込みます。

・ アンテナ(ヘ ッ ド番号2)のユニ ッ ト 制御のコマン ド実行指令をON し た場合、 アンテナ(ヘ ッ ド番号2)側のRF タグから

リー ド し た情報をアンテナ(ヘ ッ ド番号1)側のRFタグに書き込みます。

・ ラ イ ト する側のアンテナの交信方法は、 交信指定にかかわらず ト リ ガ と な り ます。

・ ラ イ ト する側のアンテナで何らかのエラーが発生し た場合は結果情報の状態フ ラグ((n+8)CHビ ッ ト 04)がONし ます。

・ ラ イ ト する側のアンテナが交信中でないこ と を確認し てから コマン ド実行指令をOFF→ONし て く だ さい。ラ イ ト する

側のアンテナが交信処理中の場合、 結果情報の状態フ ラグ((n+8)CHビ ッ ト 04)がONし ます。

・ リー ド する側のRF タグだけでな く ラ イ ト する側のRF タグのメ モ リ容量も確認し てご使用 く だ さい。 ラ イ ト する側の

処理ア ド レ スおよび処理バイ ト 数が交信する RF タ グの メ モ リ 容量 と 合わない場合には、 結果情報の状態 フ ラ グ

((n+8)CHビ ッ ト 04)がONし ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 09(Hex)

07-04
交信指定

p.83

リー ド するRFタグとの交信方法を指定

し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

03-00

処理指定

p.70

0Hex固定

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの読み出し先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの読み出しバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

0000Hex固定

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別 0000Hex固定

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16

15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex
RFID システム
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■ エラー訂正付リー ド
RFタグから エ ラー訂正付ラ イ ト コ マン ド で書き込んだ領域のデータ を読み出し、 エラーチ ェ ッ クおよ

び1ビ ッ ト のエ ラー訂正を行います。

1回の実行で読み出せるデータ量は最大510バイ ト ＝255CH分です。

・ 必ずエラー訂正付ラ イ ト コマン ド と同じ領域を読み出し て く だ さい。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

・処理ア ド レスから処理バイ ト 数までのデータの後の5バイ ト はチ ェ ッ ク コー ド エ リ ア と し て使用し ますので、空白(ユー

ザデータ を書き込まない)にし ておいて く ださい。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)が返信されます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 0A(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

リー ド データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの読み出し先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFAHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの読み出しバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～01FEHex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

リー ド データ格納先を指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ エラー訂正付ラ イ ト
指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数のデータ をRFタグへ書き込み、 タグ メ モ リ チ ェ ッ クおよびエ

ラー訂正コー ド 5バイ ト を ラ イ ト データに続けて書き込みます。このコー ドはエ ラー訂正付リー ド 時に

必要ですので変更し ないで く だ さい。

1回の実行で書き込み可能なデータ量は最大510バイ ト ＝255CH分です。

・ ラ イ ト 時ベリ フ ァ イ無し設定の場合には、 ベリ フ ァ イ処理を行いません。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)がONし ます。

・処理ア ド レスから処理バイ ト 数までのデータの後の5バイ ト はチ ェ ッ ク コー ド エ リ ア と し て使用し ますので、空白(ユー

ザデータ を書き込まない)にし ておいて く ださい。

・処理ア ド レスおよび処理バイ ト 数はRFタグのメ モ リ容量を確認し て指定し てだ さい。処理ア ド レスおよび処理バイ ト

数が交信するRFタグのメ モ リ容量と合わない場合には、 ア ド レスエラー ((n+8)CHビ ッ ト 13)が返信されます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 0B(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

ラ イ ト データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12

15-00 処理ア ド レス

RFタグの書き込み先頭ア ド レスを指定

し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFAHex

n+3 n+13

15-00 処理バイ ト 数

RFタグの書き込みバイ ト 数を指定し ま

す。

指定可能範囲 ： 0001Hex～01FEHex

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

ラ イ ト データ格納エ リ アを指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 135



136

第
 6

 章
交

信
コ

マ
ン

ド

第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
■ UIDリー ド
RFタグのIDコー ド を読み出し ます。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 0C(Hex)

07-04
交信指定

p.83

RFタグとの交信方法を指定し ます。

0 ト リ ガ

1 オー ト

2 リ ピー ト オー ト

3 FIFO ト リ ガ

4 FIFOリ ピー ト

5 マルチ ト リ ガ

6 マルチ リ ピー ト

03-00
処理指定

p.70

リー ド データの格納順を指定し ます。

0 上位→下位

1 下位→上位

n+2 n+12 15-00 処理ア ド レス 0000Hex固定

n+3 n+13 15-00 処理バイ ト 数 0000Hex固定

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

リー ド データ格納先を指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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IDセンサユニ ッ ト の制御
■ ノ イズ測定
コ マン ド 受信時のノ イズ量を調査する コ マン ド です。

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+1 n+11 15-08

コマン ド

コマン ド コー ド 10(Hex)

07-04

交信指定

p.83

0Hex固定

03-00 処理指定 0Hex固定

n+2 n+12 15-00 処理ア ド レス 0000Hex固定

n+3 n+13 15-00 処理バイ ト 数 0000Hex固定

n+4 n+14
15-00

データ

格納

エ リ ア

データ格納チャネルNo.

(下4桁)

データ格納エ リ アを指定し ます。

p.70

n+5 n+15 15-12 データ格納エ リ ア種別

11-08 バン ク指定

00-07
データ格納チャネルNo.

(上2桁)

n+6 n+16 15-00 オプシ ョ ン コマン ド オプシ ョ ン 0000Hex固定
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 137
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第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
交信時間

RFタグとの交信時間
形V680-HA63A ： 形V680-HS□□ ： 形V680-D1KP□□
形V680-H01-V2 ： 形V680-D1KP□□

形V680-HA63B ： 形V680-HS□□ ： 形V680-D2KF□□、 形V680S-D2KF□□

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコマン ドの場合、 交信速度高速モー ド設定であっても、 標準モード

の交信時間とな り ます。

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 1.3N + 31

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 2.1N + 58

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.8N + 56

高速モー ド リー ド T = 1.0N + 29

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.8N + 51

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.5N + 47

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 1.2N + 30

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 2.4N + 49

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.2N + 49

高速モー ド ※ リー ド T = 0.9N + 27

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.7N + 49

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.9N + 41
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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IDセンサユニ ッ ト の制御
形V680-HA63B ： 形V680-HS□□ ： 形V680-D8KF□□,形V680-D32KF□□

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコマン ドの場合、 交信速度高速モー ド設定であっても、 標準モード

の交信時間とな り ます。

形V680-HA63B ： 形V680-HS□□ ： 形V680S-D8KF□□

※形V680S-D8KF□□のRF タ グ使用時は、 交信速度高速モー ド を選択し ても交信時間は交信速度標準

モード と変わり ません。

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 1.3N + 30

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.6N + 59

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.3N + 50

高速モー ド ※ リー ド T = 0.8N + 25

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.1N + 41

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.9N + 40

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 0.6N + 58

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.2N + 137

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.6N + 91

高速モー ド ※ リー ド T = 0.6N + 58

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.2N + 137

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.6N + 91
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 139
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IDセンサユニ ッ ト の制御
RFタグ移動速度
RFタグの移動速度は、 下記の計算式で求める こ とができます。

移動速度＝交信領域内移動距離/交信時間

交信時間は前ページの表の値です。 交信領域内移動距離は使用するアンテナ、 RFタグの組み合わせに

よ り異な り ます。 タグ ・ アンプ ユーザーズマニュアルを参照し て く だ さい。

・移動速度は、交信距離および軸ずれなどで変化し ますので、も っ と も領域が広い部分で使用する こ と をお奨めし ます。

・ この計算値は目安です。 ご採用にあたっては、 事前に実機でテス ト を行って く だ さい。

・ この計算式には交信のエラー処理は含まれてお り ません。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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IDセンサユニ ッ ト の制御
■ TAT計算

CS/CJシ リーズCPUユニ ッ ト がIDセンサユニ ッ ト のコ マン ド実行指令を ON し てから RF タグに対し て

交信し、 実行結果を返すまでの時間TAT(Turn Around Times)は次式によ り求める こ とができます。

※(処理バイ ト 数/160)の部分は小数点以下を切り上げて く だ さい

名称 説明

係数 (処理バイ ト 数/160)+3※

サイ クルタ イム CS/CJシ リーズCPUユニ ッ ト のサイ クルタ イム値です。

交信時間 IDセンサユニ ッ ト と、 RFタグとの交信時間で、 前項で求めた値です。

TAT=係数×サイ クルタ イム＋交信時間
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 141
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第6章
IDセンサユニ ッ ト の制御
MEMO
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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LED表示と異常チ ェ ッ ク フ ロー 144

IDセンサユニ ッ ト が検知するアラーム 146

CPUユニ ッ ト に関する異常 149

高機能I/Oユニ ッ ト のリ ス ター ト 150

ト ラ ブルシューテ ィ ング 151
143
RFID システム
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
LED表示と異常チ ェ ッ ク フ ロー

状態表示LED
IDセンサユニ ッ ト にアラームまたは異常が発生し た と き、 ユニ ッ ト 前面のERC LEDまたはERH LEDが

点灯し ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
異常発生時チ ェ ッ ク フ ロー
本ユニ ッ ト に異常が発生し た場合、 以下のフ ロー図にし たがっ て処置し て く だ さい。

p.151

p.146

p.147

p.149

p.149
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 145
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
IDセンサユニ ッ ト が検知するアラーム

IDセンサユニ ッ ト 自体が検知するアラームが発生したと きは、ERC-LEDが点灯します。そのと き高機能I/Oユニ ッ

ト リ レーのユニ ッ ト 状態(n+7)CH(2CHタ イプIDセンサユニ ッ ト は(n+17)CHも)にアラームフ ラグが格納されます。

■ ERC LED点灯、 かつRUN LED点灯の場合

ユニ ッ ト が動作中に異常が発生し た場合に発生するアラームです。

(n+7)CH(2CHタ イプIDセンサユニ ッ ト は(n+17)CHも)の以下のフ ラグがONし ます。

これらのアラームは、 正しい処置を し た と きに自動的に解除されます。

・ CH番号はn＝2000+10×号機No.が割り付けられます。

入出力

CH番号

ビ ッ ト

番号
種類 リ レー名称 説明

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

入力 n+7 n+17

15

ユニ ッ ト

状態

ユニ ッ ト ビジー IDセンサユニ ッ ト 異常時にONし ます。

14 テス ト モー ド テス ト モー ド時にONし ます。

13 アンテナ電源異常
ユニ ッ ト 電源または外部供給電源異常時にON

し ます。

12 EEPROMエラー EEPROM読み出し エラー発生時にONし ます。

11 アンテナエラー
DM設定とV680-H01接続設定が不一致

消費電力オーバー (アンテナ接続台数オーバー )

10-03 － 予約

02 異常完了フ ラグ 処理異常完了後1スキャ ンON

01 正常完了フ ラグ 処理正常完了後1スキャ ンON

00 IDビジー 該当CHのアンテナが交信処理中にON

CH番号

アラーム名称 内容 ユニ ッ ト 動作 処置

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+7 n+17

ビ ッ ト 15 IDセンサユニ ッ ト

CPU異常

IDセンサユニ ッ ト

動作中にCPU異常

が発生し た。

ユニ ッ ト 動作

を停止し ます。

・ 再度電源ON、 または高機能I/Oユ

ニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグをOFF→ON

し て く だ さい。

・ リセ ッ ト してもエラーが発生する場

合は本ユニ ッ ト を交換して く ださい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
■ ERC LED点灯、 かつRUN LED消灯の場合

IDセンサユニ ッ ト が電源ONまたは高機能I/Oユニ ッ ト のリ ス ター ト 直後に異常が発生し た場合に発生

するアラームです。

(n+7)CH(2CHタ イプIDセンサユニ ッ ト は(n+17)CHも)の以下のフ ラグがONし ます。

・ CH番号はn＝2000+10×号機No.が割り付けられます。

CH番号

アラーム名称 内容 ユニ ッ ト 動作 処置

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12

のアンテナ1

(ヘ ッ ド番号1)

形CS1W-V680C12

形CJ1W-V680C12

のアンテナ2

(ヘ ッ ド番号2)

n+7 n+17

ビ ッ ト 15

IDセンサユニ ッ ト

CPU異常

電源ONまたはリ

ス ター ト 直後にID

センサユニ ッ ト に

異常が発生し た。

ユニ ッ ト 動作

を停止し ます。

・ 再度電源ON、 または高機能I/Oユ

ニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグをOFF→ON

し て く だ さい。

・ リ セ ッ ト し てもエラーが発生する場

合は本ユニ ッ ト を交換し て く だ さ

い。

ビ ッ ト 12

IDセンサユニ ッ ト

メ モ リ異常

メ モ リ読み出し時

にエラーが発生し

た。

ユニ ッ ト 動作

を停止し ます。

・ 再度電源ON、 または高機能I/Oユ

ニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグをOFF→ON

し て く だ さい。

・ リ セ ッ ト し てもエラーが発生する場

合は本ユニ ッ ト を交換し て く だ さ

い。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 147
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
※1 コ ピーコマン ド で、 ラ イ ト 時には、 下記のエラーが発生する場合があ り ます。 それぞれのエラーの処置を確認し て く だ さい。

・ RFタグ交信エラー

・ RFタグベ リ フ ァ イエラー

・ RFタグ不在エラー

・ RFタグア ド レスエラー

・ アンテナ異常

・ プロテ ク ト エラー

※2 n+8CH、 n+9CHは、 アンテナ1（ヘ ッ ド番号1）のエラー情報です。

n+18CH、 n+19CHは、 アンテナ2（ヘ ッ ド番号2）のエ ラー情報です。

エラー名称
n+8CH

n+18CH ※2

n+9CH

n+19CH ※2
エ ラーの内容 処置

RFタグ

交信エラー ビ ッ ト 12 E070

RFタグとの交信中にエラーが発生し

正常に終了できない。

・ 過度のノ イズ確認

・ 移動速度の確認

・ アンテナ－RFタグ間の距離の確認

RFタグ

ベリ フ ァ イエラー
ビ ッ ト 14 E071

RFタグに正しいデータが書き込めて

いないと き。

(ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有り に設定し た

と きのみに発生)

・ 移動速度の確認(p.140)

・ 過度のノ イズの確認

RFタグ

不在エラー

ビ ッ ト 10 E072

・ 交信オプシ ョ ンが ト リ ガで、 実行時

にRFタグが交信領域内に無い。

・ 交信オプシ ョ ンがオー ト またはリ

ピー ト オー ト でオー ト 待ち時間がき

た と き。

・ アンテナ－RFタグ間の距離が長い

・ 軸ずれ

IDシステムエラー 1 ビ ッ ト 09 E079 システムエラー お問い合わせ く だ さい。

IDシステムエラー 2 ビ ッ ト 08 E07E システムエラー お問い合わせ く だ さい。

IDシステムエラー 3 ビ ッ ト 07 E07F システムエラー お問い合わせ く だ さい。

状態フ ラグ

ビ ッ ト 04 E076

・ 演算ラ イ ト で、 オーバーフ ロー、 ア

ンダーフ ローが起こ った と き。

・ データ チ ェ ッ ク コ マン ド で照合結果

が一致し なかった。

・ 書き換え回数管理コマン ド で回数

オーバーを検知。

・ エラー訂正付リードデータ異常が発

生した。

・ データ内容の確認

・ RFタグの交換

・ コ ピーコマン ド で、 ラ イ ト 時にエ

ラーが発生し た。

※1

RFタグ

ア ド レスエ ラー ビ ッ ト 13 E07A

コマン ド で指定し たRFタグのア ド レ

スが

間違っています。

・ ア ド レスを正し く 設定する。

アンテナ異常

ビ ッ ト 15 E07C

アンテナが異常。 ・ DC24V入力の確認

(CS1W-V680C12のみ)

・ アンテナの確認

プロテ ク ト エラー

ビ ッ ト 11 E07D

ラ イ ト プロテク ト されているエ リ ア

に書き込も う と し ま し た。

・ ア ド レス、 バイ ト 数を正し く 設定す

る。

・ ラ イ ト プロテ ク ト を解除する。

(p.93)

エラー訂正フ ラグ
ビ ッ ト 03 E077

エラー訂正付リー ド で1ビ ッ ト のデー

タ訂正を行った。

データ格納エ リ ア

指定異常
ビ ッ ト 01 E014

データ格納エ リ アの指定が間違って

います。

データ格納エ リ アの指定を正し く す

る。

コマン ド異常
ビ ッ ト 00 E014

IDセンサユニ ッ ト へのコマン ドが間

違っています。

コ マン ド を正し く 指定する。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
CPUユニ ッ ト に関する異常

CPUユニ ッ ト およびI/Oバスに異常が発生し た り、 高機能I/Oユニ ッ ト と正常に リ フ レ ッ シュが行われな く な

る こ とによ り本ユニ ッ ト が動作し な く なっ て し ま った時は、 ERH LEDが点灯し ます。

■ ERH LEDとRUN LEDの両方が点灯の場合

I/Oバスに異常が発生し た り、 CPUユニ ッ ト にWDT(ウォ ッ チ ド ッ グタ イマ)異常が発生し、 IDセンサユ

ニ ッ ト との間でのI/O リ フ レ ッ シュが正常に行われな く なった場合にはERH LED と RUN LEDが点灯し

ます。

電源再投入またはリ ス ター ト をかけて く だ さい。

詳し く は、 「SYSMAC CS/CJシ リーズユーザーズマニュアル セ ッ ト ア ッ プ編」 を参照し て く だ さい。

■ ERH LEDが点灯、 かつRUN LEDが消灯の場合

IDセンサユニ ッ ト の号機No.の設定に誤りがあ り ます。

異常 内容 ユニ ッ ト 状態

I/Oバス異常 CPUユニ ッ ト とユニ ッ ト 間のデータ伝送に異常が発生

し ま し た。

ユニ ッ ト 動作を停止し ます。

CPUユニ ッ ト 監視異常 CPUユニ ッ ト から応答が返ってこ ない場合に発生し ま

す。

CPUユニ ッ ト WDT異常 CPUユニ ッ ト が異常を起こ し ています。

異常 内容 ユニ ッ ト 状態

号機No. 二重使用 ユニ ッ ト 号機No.が重複、 または00～95以外に設定さ

れています。

ユニ ッ ト 動作を停止し ます。

高機能I/O設定異常 I/Oテーブルに登録されている高機能I/Oと実際に装着

されている高機能I/Oの機種が異なっています。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 149
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
高機能I/Oユニ ッ ト のリ ス ター ト

データ メ モ リの内容を変更し た後、 または異常発生の原因を除去し た後に、 ユニ ッ ト の運転を再開す

る場合、 PLC本体の電源を再投入するか、 高機能I/Oユニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグをOFF→ONし て く だ さ

い。

 CSシ リーズ用高機能I/Oユニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグ

 CJ1シ リーズ用高機能I/Oユニ ッ ト リ ス ター ト フ ラグ

・ 電源再投入または高機能I/Oリ ス ター ト フ ラグOFF→ONし ても異常が解除されない場合は、 IDセンサユニ ッ ト 、 電源

ユニ ッ ト 、 CPUユニ ッ ト を交換し て く だ さい。

リ レー番号 機能

A50200 0号機リ ス ター ト フ ラグ

OFF→ONする こ とによ り、 各号機

を再起動し ます。

再起動処理後、 自動的にOFFされ

ます。

A50201 1号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50215 15号機リ ス ター ト フ ラグ

A50300 16号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50715 95号機リ ス ター ト フ ラグ

リ レー番号 機能

A50200 0号機リ ス ター ト フ ラグ

OFF→ONする こ とによ り、 各号機

を再起動し ます。

再起動処理後、 自動的にOFFされ

ます。

A50201 1号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50215 15号機リ ス ター ト フ ラグ

A50300 16号機リ ス ター ト フ ラグ

　 　 　

A50715 95号機リ ス ター ト フ ラグ

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～
RFID システム
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
ト ラ ブルシューテ ィ ング

メ イ ンチ ェ ッ ク フ ロー
このメ イ ンチ ェ ッ ク フ ローの判断は不具合の内容によ り行って く だ さい。

p.152

p.153

p.23
RFID システム
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
システム接続チ ェ ッ ク フ ロー
RFID システム
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
交信チ ェ ッ ク フ ロー

・ DM番号は、 m=D20000＋100×号機No.から割り付けられます。

・ CH番号は、 n=2000＋10×号機No.から割り付けられます。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 153
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第7章
異常 ・ アラーム発生時の処理
MEMO
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
外形寸法

形CS1W-V680C11

形CS1W-V680C12
RFID システム
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形CJ1W-V680C11

形CJ1W-V680C12
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第8章
付録
サンプルプログラム

リー ド(交信指定 ： ト リ ガ)
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ内容を読み出す例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】

項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定有効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

データ受け渡し方法設定 ： サイ ク リ ッ ク使用

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 ト リ ガ

リー ド データ格納順序 上位→下位

リー ド先頭ア ド レス 0010Hex

リー ドバイ ト 数 10バイ ト

リー ド データ格納先 D1000～D1004
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋(10×0)＝2000CH
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 159
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第8章
付録
【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。

リー ド データの取込みは正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のONで行います。

RFタグ待ち中にコ マン ド実行を終了するには打切り入力をONし ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×0＝2000CH

・ RF タグとの交信に失敗し た場合、 結果情報((n+8)CH)にエ ラーフ ラグ、 処理結果モニ タ ((n+9)CH)に

異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 161
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第8章
付録
リー ド(交信指定 ： ト リ ガ)、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ内容を読み出す例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

データ受け渡し設定 ： イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 ト リ ガ

リー ド データ格納順序 上位→下位

リー ド先頭ア ド レス 0020Hex

リー ドバイ ト 数 512バイ ト IORD命令サービスで設定

リー ド データ格納先 D20920～D21431
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋(10×0)＝2000CH
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 163
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第8章
付録
【プログラム例】

リー ド コ マン ド ・ IORD命令サービスを使い、 512バイ ト のデータ を リー ド する ラダープログラムです。

IORD命令サービスは256バイ ト (128CH)ずつ2回行います。

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。

IORD命令サービスの発行は正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のON後に行います。

RFタグ待ち中にコ マン ド実行を終了するには打切り入力をONし ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×0＝2000CH

・ RF タグとの交信に失敗し た場合、 結果情報((n+8)CH)にエ ラーフ ラグ、 処理結果モニ タ ((n+9)CH)に

異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。

・ 正常完了フ ラグON後にIORD命令サービスを実行し て く だ さい。
RFID システム
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第8章
付録
リー ド(交信指定 ： オー ト )
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内へ接近するRFタグのメ モ リ内容を読み出す例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 オー ト

リー ド データ格納順序 上位→下位

リー ド先頭ア ド レス 0010Hex

リー ドバイ ト 数 10バイ ト

リー ド データ格納先 D1000～D1004
RFID システム
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋(10×0)＝2000CH
RFID システム
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第8章
付録
【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。

リー ド データの取込みは正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のONで行います。

RFタグ待ち中にコ マン ド実行を終了するには打切り入力をONし ます。
RFID システム
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×0＝2000CH

・ RF タグとの交信に失敗し た場合、 結果情報((n+8)CH)にエ ラーフ ラグ、 処理結果モニ タ ((n+9)CH)に

異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されます。

・ RF タグ待ち状態で実行打ち切り フ ラグをONする と、 その時点で コ マン ド 実行を終了し ます。 この

と き結果情報((n+8)CH)は必ず0000Hexにな り ます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 169



170

第
 8

 章
サ

ン
プ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

第8章
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リー ド(交信指定 ： リ ピー ト オー ト )
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号2)から繰り返しRFタグのメ モ リ内容を読み出すプログラムを示し ます。 オー ト 待

ち時間を設定する こ とによ り、 ある一定時間RFタグが検知できなければ動作を終了し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 01 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 01

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 15sec

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 リ ピー ト オー ト

リー ド データ格納順序 下位→上位

リー ド先頭ア ド レス 0010Hex

リー ドバイ ト 数 10バイ ト

リー ド データ格納先 EMO_1000～EMO_1004
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 8

 章
サ

ン
プ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×(0 + 1))＝D20100

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋10×(0 + 1)＝2010CH
RFID システム
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第8章
付録
【プログラム例】

実行入力ONで各設定値を高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アにMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。 RFタグとの交信が終了するたびに正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)が

ONし ます。 リー ド データは正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のONで取り込みます。

RFタグ待ちの状態で15秒以上経過する と動作を終了し ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×(0+1)=2010CH

・ RFタグとの交信に失敗し た場合、 その時点で交信を打ち切り、 結果情報((n+8)CH)にエラーフ ラグ、 処

理結果モニ タ((n+9)CH)に異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されます。

・オー ト 待ち時間を設定し ている場合、RFタグ待ちの状態でオー ト 待ち時間が経過する と その時点で

コ マン ド 動作を打ち切 り ます。 結果情報の不在エ ラー ((n+8)CH ビ ッ ト 10)がON、 処理結果モニ タ

((n+9)CH)に異常コー ドがセ ッ ト されます。

・ 交信指定を リ ピー ト オー ト 指定の場合は1スキャ ン毎に交信処理が完了する と、 複数スキャ ン連続

し て正常完了フ ラグまたは異常完了フ ラグがON し ます。 このと き実行結果の取込みは、 ユニ ッ ト

状態を示す正常完了または異常完了ON状態で行う こ と で正し く 行う こ とができます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、 必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行って く ださい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
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第8章
付録
リー ド(交信指定 ： FIFO ト リ ガ)
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ内容を読み出す例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 FIFO ト リ ガ

リー ド データ格納順序 上位→下位

リー ド先頭ア ド レス 0010Hex

リー ドバイ ト 数 10バイ ト

リー ド データ格納先 D1000～D1004
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋(10×0)＝2000CH
RFID システム
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第8章
付録
【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。

リー ド データの取込みは正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のONで行います。

RFタグ待ち中にコ マン ド実行を終了するには打切り入力をONし ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×0＝2000CH

・ RF タグとの交信に失敗し た場合、 結果情報((n+8)CH)にエ ラーフ ラグ、 処理結果モニ タ ((n+9)CH)に

異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
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第8章
付録
リー ド(交信指定 ： FIFOリ ピー ト )
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ内容を読み出す例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 15sec

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 FIFOリ ピー ト

リー ド データ格納順序 上位→下位

リー ド先頭ア ド レス 0010Hex

リー ドバイ ト 数 10バイ ト

リー ド データ格納先 D1000～D1004
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋(10×0)＝2000CH
RFID システム
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第8章
付録
【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。

リー ド データの取込みは正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のONで行います。

RFタグ待ち中にコ マン ド実行を終了するには打切り入力をONし ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×0＝2000CH

・ RF タグとの交信に失敗し た場合、 その時点で交信を打ち切り、 結果情報((n+8)CH)にエラーフ ラグ、

処理結果モニ タ ((n+9)CH)に異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されま

す。

・オー ト 待ち時間を設定し ている場合、RFタグ待ちの状態でオー ト 待ち時間が経過する と その時点で

コ マン ド 動作を打ち切 り ます。 結果情報の不在エ ラー ((n+8)CH ビ ッ ト 10)がON、 処理結果モニ タ

((n+9)CH)に異常コー ドがセ ッ ト されます。

・ 交信指定を リ ピー ト オー ト 指定の場合は1スキャ ン毎に交信処理が完了する と、 複数スキャ ン連続

し て正常完了フ ラグまたは異常完了フ ラグがON し ます。 このと き実行結果の取込みは、 ユニ ッ ト

状態を示す正常完了または異常完了ON状態で行う こ と で正し く 行う こ とができます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、 必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行って く ださい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
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第8章
付録
リー ド(交信指定 ： マルチ ト リ ガ)
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ内容を読み出す例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】

IDセンサユニ ッ ト は、 RFタグと交信後、 順次レスポンスを送り ます。

データ格納エ リ アに格納された結果データは、 次のRF タグのデータが格納されるまでに別のエ リ アに移動させて く だ

さい。

項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 マルチ ト リ ガ

リー ド データ格納順序 上位→下位

リー ド先頭ア ド レス 0010Hex

リー ドバイ ト 数 10バイ ト

リー ド データ格納先 D1000～D1004
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋(10×0)＝2000CH
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 183
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第8章
付録
【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。

リー ド データの取込みは正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のONで行います。

RFタグ待ち中にコ マン ド実行を終了するには打切り入力をONし ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×0＝2000CH

・ RF タグとの交信に失敗し た場合、 結果情報((n+8)CH)にエ ラーフ ラグ、 処理結果モニ タ ((n+9)CH)に

異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
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第8章
付録
リー ド(交信指定 ： マルチ リ ピー ト )
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ内容を読み出す例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 15sec

コ マン ド リー ド 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 マルチ リ ピー ト

リー ド データ格納順序 上位→下位

リー ド先頭ア ド レス 0010Hex

リー ドバイ ト 数 10バイ ト

リー ド データ格納先 D1000～D1004
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： ｎ ＝2000＋(10×0)＝2000CH
RFID システム
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第8章
付録
【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。

リー ド データの取込みは正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)のONで行います。

RFタグ待ち中にコ マン ド実行を終了するには打切り入力をONし ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×0＝2000CH

・ RFタグとの交信に失敗した場合、 その時点で交信を打ち切り、 結果情報((n+8)CH)にエラーフ ラグ、 処

理結果モニタ((n+9)CH)に異常コー ドがセ ッ ト されます。 リー ド データは直前の状態が保持されます。

・オー ト 待ち時間を設定し ている場合、RFタグ待ちの状態でオー ト 待ち時間が経過する と その時点で

コ マン ド 動作を打ち切 り ます。 結果情報の不在エ ラー ((n+8)CH ビ ッ ト 10)がON、 処理結果モニ タ

((n+9)CH)に異常コー ドがセ ッ ト されます。

・ 交信指定を リ ピー ト オー ト 指定の場合は1スキャ ン毎に交信処理が完了する と、 複数スキャ ン連続

し て正常完了フ ラグまたは異常完了フ ラグがON し ます。 このと き実行結果の取込みは、 ユニ ッ ト

状態を示す正常完了または異常完了ON状態で行う こ と で正し く 行う こ とができます。

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、 必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行って く ださい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
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第8章
付録
ラ イ ト (交信指定 ： ト リ ガ)
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ にデータ を書き込む例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 55 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 55

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

データ受け渡し設定 ： サイ ク リ ッ ク使用

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド ラ イ ト 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 ト リ ガ

ラ イ ト データ格納順序 下位→上位

ラ イ ト 先頭ア ド レス 0010Hex

ラ イ ト バイ ト 数 10バイ ト

ラ イ ト データ格納先 D1000～D1004
RFID システム
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高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×55)＝D25500

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： n＝2000＋10×55=2550CH
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【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし

ます。
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ユーザーズマニュアル



第
 8

 章
サ

ン
プ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

第8章
付録
【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×55=2550CH

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 193



194

第
 8

 章
サ

ン
プ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

第8章
付録
ラ イ ト (交信指定 ： ト リ ガ)、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内にあるRFタグのメ モ リ にデータ を書き込む例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 00 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 00

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

データ受け渡し設定 ： イ ンテ リ ジ ェ ン ト IO使用

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド ラ イ ト 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 ト リ ガ

ラ イ ト データ格納順序 下位→上位

ラ イ ト 先頭ア ド レス 0020Hex

ラ イ ト バイ ト 数 512バイ ト IOWR命令サービスで設定

ラ イ ト データ格納先 D20920～D21431
RFID システム
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第8章
付録
高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×0)＝D20000

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： n＝2000＋(10×0)=2000CH
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【プログラム例】

IOWR命令サービスの発行はコ マン ド 実行開始の前に行います。

コ マン ド 実行ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行

し ます。 RFタグとの交信が終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)が

ONし ます。

ラ イ ト コ マン ド ・ IOWR命令サービスを使い、 512バイ ト のデータ を ラ イ ト する ラダープログラムです。

IOWR命令サービスは256バイ ト (128CH)ずつ2回行います。
RFID システム
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【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×55=2550CH

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。

・ コ マン ド 実行前にIOWR命令サービスを実行し て く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 197



198

第
 8

 章
サ

ン
プ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

第8章
付録
コ ピー (交信指定 ： オー ト )
【概要】

アンテナ(ヘ ッ ド番号1)の領域内へ接近するRFタグ(A)のメ モ リ内容を読み出し、 アンテナ(ヘ ッ ド 番号

2)の領域内にあるRFタグ(B)にデータ を書き込む例を示し ます。

【ユニ ッ ト の設定例】
項目 設定内容 実際の設定

号機No. 77 ユニ ッ ト 前面号機No.設定スイ ッ チ ： 77

動作モー ド 通常モー ド ユニ ッ ト 前面テス ト スイ ッ チ ： OFF

システム設定 UID付加設定無効

テス ト モー ド移行有効

ラ イ ト 時ベ リ フ ァ イ有設定

交信速度設定 ： 通常

高機能DMエ リ アに設定

オー ト 待ち時間設定 無限大

コ マン ド コ ピー 高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに設定

交信指定 ト リ ガ

リー ド先頭ア ド レス 0020Hex

リー ド(ラ イ ト )バイ ト 数 16バイ ト

ラ イ ト 先頭ア ド レス 0010Hex
RFID システム
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高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ ア割付先頭DM番号

： m＝D20000＋(100×77)＝D27700

高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付先頭CH番号

： n＝2000＋10×77=2770CH
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【プログラム例】

実行入力ONで高機能I/Oユニ ッ ト リ レーエ リ アに各設定値をMOV命令で設定し、 コ マン ド を実行し ま

す。 RFタグ(A)から メ モ リ内容を読み出し たデータ をRFタ グ(B)に書き込みます。 RFタグ(B)との交信が

終了する と正常完了((n+7)CHビ ッ ト 01)または異常完了((n+7)CHビ ッ ト 02)がONし ます。
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【タ イ ミ ングチャー ト 】 n＝2000＋10×77=2770CH

・ ユーザプログラムにおいて実行結果の確認は、必ずユニ ッ ト 状態を示す正常完了フ ラグまたは異常

完了フ ラグのON状態で行っ て く だ さい。

・ コ マン ド 実行中(IDビジー ON中)にコ マン ド実行指令をOFF→ON し ないで く だ さい。 コ マン ド 実行

指令の立ち上がりは無視されます。
RFID システム
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データ コーデ ィ ング表

高機能I/Oユニ ッ ト 用DMエ リ アの割付け
アンテナ(ヘ ッ ド番号1)割付先頭DM番号 ： m＝D20000＋100×号機No.

アンテナ(ヘ ッ ド番号2)割付先頭DM番号 ： m＝D20000＋100×(号機No.＋1)

■ システム設定 ： D(m)(＝D2□□00)

■ オー ト 待ち時間設定 ： D(m+1)(＝D2□□01)
RFID システム
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高機能I/Oユニ ッ ト リ レー割付
アンテナ(ヘ ッ ド番号1)割付先頭CH番号 ： n＝2000＋10×号機No. CH

アンテナ(ヘ ッ ド番号2)割付先頭CH番号 ： n＝2000＋10×(号機No.+1) CH

■ ユニ ッ ト 制御 ： nCH(＝2□□0CH)

■ コマン ド ： (n+1)～(n+3)CH(＝2□□1～2□□3CH)
RFID システム
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■ データ格納エ リ ア ： (n+4)～(n+5)CH(＝2□□4～2□□5CH)
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■ コマン ド オプシ ョ ン ： (n+6)CH(＝2□□6CH)
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保護構造について

IP-□□は、下記テス ト 法による ものであ り、実使用環境・使用条件によるシール性は事前にご確認 く だ さい。

IPとは、 保護特性記号(International Protection)です。

■ IEC(International Electrotechnical Commission ： 国際電気標準会議) 

規格(IEC60529 ： 2001)

(A) 「第1記号」 個体異物に対する保護等級

(B) 「第2記号」 水の侵入に対する保護等級

等級 保護の程度

0
保護な し

1

直径50mm以上の固形物体(手など)が内部に侵入し ない。

2
直径12.5mm以上の固形物体(指など)が内部に侵入し ない。

直径12mmの指などの物体が80mm侵入し ても、 危険部位には達し ない。

3

直径2.5mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

4

直径1mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

5

機器の正常な動作に支障を きた し た り、 安全を損な うほどの量の粉塵が内部に侵入し ない。

6

粉塵が内部に侵入し ない。

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

0 特に保護な し 水の浸入に対し て特には保護

されていない。

試験な し

1 水の滴下に対する保護 鉛直から落ちて く る滴下する

水によ って有害な影響を受け

ない。

滴水試験装置にて鉛直滴

下を10分間散水する。

2 水の滴下に対する保護 鉛直から15°以内からの滴下

する水によ って有害な影響を

受けない。

滴水試験装置にて15°傾

けて設置し、 10分間(各方

向25分間)散水する。

3 散水に対する保護 鉛直から60°以内からの散水

によ って有害な影響を受けな

い。

右図のテス ト 装置にて、

鉛直方向から両側に60°

までの角度で10分間散水

する。

各散水孔当
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 耐油性に関する社内規格

4 水の飛沫に対する保護 いかなる方向からの水の飛沫

によ っても有害な影響を受け

ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から、 10分

間散水する。

5 噴流水に対する保護 いかなる方向からの水の直接

噴流によ っても有害な影響を

受けない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

6 暴噴流に対する保護 いかなる方向からの水の強い

直接噴流によ っても水が浸入

し ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

7 水中への浸漬に対する保護 規定の圧力、 時間で水中に没

し ても水が浸入し ない。

水深1m(機器の高さが

850mmよ り低い場合)に30

分間没する。

8※ 水没に対する保護 常時水中に没し て使用でき

る。

メ ーカーと機器の使用者

間の取り決めによる。

※ 当社試験方法

使用条件 ： 水中下10m以内の自然状態

(1) 2気圧の水中に1時間浸し、 水の浸入がないこ と

(2) 5℃の冷水に30分⇔85℃の温水に30分のヒー ト シ ョ ッ クサイ クルを100回繰り返し、 交信性能に異常がないこ と

保護構造仕様 IPX9Kについて

IPX9Kは、 ド イ ツ規格 DIN 40050 PART9 で定められた、 高温 ・ 高圧水に対する保護規定です。

80℃の湯を、 指定の形状のノ ズルから80～100BARの水圧で、 供試体に放水し ます。

水量は、 14～16リ ッ ト ル/分です。

供試体と ノ ズルの間隔は10～15cm、 放水の方位は 水平方向に0、 30度、 60度、 90度であ り、 各方

位につき30秒ずつ供試体を水平面上で回転させながら、 実施し ます。

保護の程度

防油 いかなる方向からの油滴、 油沫によ って有害な影響を受けない。

耐油 いかなる方向からの油滴、 油沫も内部に侵入し ない。

注.当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。 (JIS C 0920:2003 付属書1）

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

各散水孔当り

放出部 ノ ズル径:φ6.3

放出部ノ ズル径:φ12.5

90°
60°

30°

0°

10～15cm
RFID システム
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号と増刷記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているMan. No.の末尾に付記されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2007年12月 初版

A ⑧ 2010年6月 軽微修正

B ① 2010年8月

耐熱タグ(形V680-D1KP58HT、 形V680-D1KP58HTN)についての記載を追加

「タグ メ モ リ設定」、 「データ受け渡し方法設定」 についての記載を追加

その他軽微修正

B WEB版1 2010年12月 軽微修正

B ② 2011年5月 軽微修正

C WEB版1 2011年9月
形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11/D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11に関す

る項目を追加、 その他軽微修正

D ① 2014年2月

形V680S-D2KF67/-D2KF67M/-D2KF68/-D2KF68Mに関する項目を追加、

形V680-D2KF67、 形V680-D2KF67Mに関する項目を削除

その他軽微修正

E ① 2014年10月
形V680S-D8KF67/-D8KF67M/-D8KF68/-D8KF68Mに関する項目を追加、

その他軽微修正

F WEB版1 2016年1月 Lot No.に関する説明を追加、 その他軽微修正

G ① 2018年2月 軽微修正

H WEB版1 2018年11月 「ご承諾事項」 を改定

J --- 2023年6月 「装着上の制限」 に電源ユニ ッ ト と装着可能台数の組み合わせを追加
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